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                        「  式  辞  」

                                            島尻地区中学校体育連盟

                        会長  具志堅 弘

本 日 こ こ に 、 島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 統 合 ４ ０ 周 年 記 念 式 典 を 挙 行 す る に あ た り 、

多 数 の ご 来 賓 並 び に 関 係 各 位 の ご 臨 席 を 賜 り 盛 大 に 開 催 で き ま す こ と は 、 こ の う え な い

喜 びで あり 、皆 様 と 共 に喜 びを分 かち 合 いた いと思 い ます。

ご 承 知 の と お り 、 島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 は 県 中 体 連 の 組 織 編 成 の も と 、 昭 和 ５ ０

年 に 知 念 地 区 と 糸 満 地 区 の ２ 地 区 が 教 育 事 務 所 単 位 の 統 合 に よ り 結 成 さ れ 、 今 年 度

で４ ０ 周 年 目 の 節 目 を 迎 え ることにな りま した。

統 合 当 初 の 加 盟 校 は２ ０ 校 で 発 足 してい ま すが、 現 在 は 加 盟 校 も ２ ５校 に増 え て おり ま

す。

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 は 、 中 学 生 の 健 全 な 心 身 の 育 成 と 、 体 育 ・ ス ポ ー ツ 活 動

の振 興 を 図 り 、 中 学 校 教 育 の 充 実 発 展 や 「 生 きる 力 」の 育 成 に 寄 与 す るこ とを念 頭 に 組

織 的 な 活 動 を推 進 して 参 り ました 。

近 年 、 本 地 区 中 体 連 の 競 技 力 向 上 は めざ ま しく 、 先 ほ ど 、 神 里 理 事 長 の 会 務 報 告 で

も あ り ま し た よ うに 、 今 日 ま で 各 種 競 技 で 県 大 会 や 九 州 ・ 全 国 大 会 で 顕 著 な 実 績 を あ げ

ております 。

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 は 、創 立 ４ ０ 周 年 と いう 意 義 深 い節 目 を迎 え るにあ た り 、 長

年 ご 指 導 ・ ご 支 援 賜 り まし た諸 先 輩 方 に 対 し 感 謝 と 敬 意 を表 すると 共 に 、 これ ま でに 多 く

の先 輩 方 が 築 き上 げてこら れた輝 か しい歴 史 と伝 統 を継 承 していき たいと 思 います 。

ま た 、 今 後 の 部 活 動 の 在 り 方 を 研 究 し 、 そ の 進 方 向 性 を 見 定 め 、 こ れ か ら も 中 学 生 の

健 全 な 心 身 の 育 成 と 体 育 ・ ス ポ ー ツ の 振 興 を 目 指 し 、 各 学 校 職 員 、 保 護 者 ・ 地 域 ・ 教

育 関 係 及 び 競 技 団 体 等 の ご 指 導 、 ご 協 力 を 賜 り 、 組 織 の 強 化 と 事 業 内 容 の 充 実 ・ 発

展 に全 力 をあげて 努 力 していきたい と考 え てお ります 。

結 び に な り ま し た が 、 本 日 の 式 典 ・ 祝 賀 会 及 び 記 念 誌 （ ３ １ 周 年 ～ ４ ０ 周 年 ） の 発 行 に

あ た り 、 ご あ い さ つ や ご 祝 辞 及 び 貴 重 な 資 料 等 を 提 供 し て い た だ き ま し た 皆 様 を は じ め 、

ご 臨 席 を た ま わ り ま し た 皆 様 に 感 謝 す る と と も に 、 今 後 も 本 連 盟 へ ご 指 導 と ご 支 援 を 賜 り

ますようお 願 い 申 し 上 げ 、式 辞 といた しま す。



「  祝   辞  」

                                   沖縄県教育庁島尻教育事務所

                 所 長 上原 雅志

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 が 創 立 ４ ０ 周 年 を 迎 え ら れ ま し た こ と に 対 し 、 心 か ら お 祝 い を

申 し 上 げ ます。

貴 連 盟 は 、 学 校 教 育 関 係 先 輩 諸 氏 の 多 大 な 後 尽 力 に よ り 、 『 島 尻 は １ つ 』 を 合 い 言 葉

に 、 知 念 地 区 、 糸 満 地 区 の 両 連 盟 を 統 合 し 、 大 城 政 敏 会 長 、 比 屋 根 方 次 理 事 長 の も と

昭 和 ５０ 年 に 島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 と し て結 成 さ れ ま した 。以 来 、 本 地 区 中 学 校 の 体

育 ・スポ ーツ 活 動 の振 興 を 図 り 、健 康 の 保 持 増 進 、 体 力 の 向 上 、 学 校 生 活 の 活 性 化 及 び

生 徒 の 自 尊 感 情 の 向 上 な ど に 大 き く 寄 与 し て き た こ と に 対 し 、 深 く 敬 意 を 表 す と と も に 、 衷

心 より 感 謝 を 申 しあ げます 。

ま た 、 永 年 に わ た り 本 地 区 中 学 校 の 部 活 動 指 導 に ご 尽 力 下 さ っ た 皆 様 が 、 本 日 、 晴 れ

て表 彰 され ますこ とに、 心 から感 謝 お 祝 い申 し 上 げると ともに 深 く 感 謝 申 し 上 げま す。

さ て、 こ れ ま での １ ０ 年 間 を 振 り 返 り ます と 、 全 国 大 会 に おいて 与 那 原 中 学 校 の 上 原 貴 哉

さん が 柔 道 で 日 本 一 に 輝 い た こ とをは じ め 、 南 風 原 中 学 校 の 城 間 銀 次 郎 さ んが 走 高 跳 で

１９ ３ ｃｍ を記 録 し３ 位 とい う 快 挙 をあ げま した 。 九 州 大 会 において 、 大 里 中 学 校 ソフ トボール

部 、 南 星 中 学 校 男 子 硬 式 テ ニ ス 部 、 豊 見 城 中 学 校 野 球 部 、 具 志 頭 中 学 校 サ ッ カ ー 部

が 優 勝 、 与 那 原 中 学 校 男 子 卓 球 部 、 東 風 平 中 学 校 女 子 バ ス ケ ッ ト 部 、 佐 敷 中 学 校 男

子 バスケ ット 部 が準 優 勝 とい う素 晴 らしい 活 躍 があります 。

県 大 会 に お い て も 、 南 風 原 中 男 子 柔 道 部 が ６ 連 覇 、 糸 満 中 男 子 バ ド ミ ン ト ン 部 が ４ 連

覇 、 西 崎 中 男 子 柔 道 部 が ３ 連 覇 、 長 嶺 中 女 子 バ レ ー 部 が ５ 度 の 優 勝 を 成 し 遂 げ る な ど 、

枚 挙 に 暇 がないほどす ばらしい 活 躍 が あり ます 。

こ れ ら の 大 き な 成 果 は 、 競 技 力 の 向 上 や 体 力 の 向 上 、 ひ い て は 豊 か な 心 の 育 成 に 御 尽

力 く だ さ い ま し た 歴 代 会 長 並 び に 役 員 、 部 顧 問 、 外 部 指 導 者 の 皆 様 の 永 年 の 努 力 と 熱

意 の賜 であると 確 認 してお ります 。

子 ど もたちはスポ ーツをと おして 、 仲 間 や 指 導 者 と 深 くかか わり 合 うなかで 、コミ ュニケ ーシ ョ

ン 能 力 を 養 い 、 豊 か な 心 と 他 者 に 対 す る 思 い や り を 育 み 、 さ ら に は 、 多 様 な 価 値 観 を 認 め

合 うこ との できる 態 度 を 養 うなど 、 社 会 生 活 を 営 む ための 基 盤 を 培 う こと がで き 、生 徒 が 明 る

く豊 かな 生 活 を 築 く素 地 の 形 成 がな されたと 考 え 、 喜 びに絶 え ません。

こ の よ う な 意 味 に お い て も 貴 連 盟 の 果 た す 役 割 は 、 今 後 ま す ま す 大 き く な っ て い る と 考 え

ます。

結 び に な り ま す が 、 島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 が 、 た く ま し く 未 来 を 切 り 開 く 力 を 持 っ た

心 身 共 に 健 康 な 生 徒 の 育 成 に 向 け 、 組 織 の 一 層 の 充 実 ・ 結 束 が 図 ら れ ま す と と も に 、 本

地 区 の体 育 ・ スポー ツの振 興 ・発 展 に 更 なる 御 尽 力 を 賜 り ますよ うお 願 い 申 し 上 げ 、 祝 辞 と

いたします 。

本 日 は 誠 におめ でとう ござい ます。



祝 辞

島尻市町村教育長会

会 長 山城 馨

島尻地区中学校体育連盟が、統合４０周年を迎えるに当たり、心からお祝い申し

上げます。

本体育連盟は、昭和５０年統合以来、長期にわたり、中学校教育の一環として、

本地区中学生の健全育成と体力の増進、学校教育・スポーツの普及・発展、競技力

の向上に大きく貢献してこられました。これも偏に、島尻地区中学校体育連盟関係

者の深いご理解とご協力、厚い情熱の賜と心から敬意を表するとともに、今後の更

なる活躍に大きな期待を抱いているところであります。

特に、近年の地区内中学生の競技力の向上はめざましいものがあり、県内はもち

ろんのこと、九州中学校体育大会、全国中学校体育大会等において、優勝や上位入

賞を果たすなど、その活躍は目に見張るものがあります。

ご承知のように、知、徳、体の調和のとれた成長を図り、心身ともに大きな成長

を遂げる中学生のこの時期に学業に励み、運動部活動を通じて日常的にスポーツに

親しむことは、たくましい心と体を育む上で大きな意義を有するものであり、個々

人の個性や能力を伸ばし「生きる力」を育む上で、島尻地区中学校体育連盟の果た

す役割は極めて大きなものがあります。

また、体育・スポーツ活動に関する指導等においては、心と体を一体としてとら

え、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、豊かなスポーツラ

イフの基礎を培う観点に立ち、学習指導の工夫・改善を図り、運動部活動の活性化

や適正化を促進し、発達段階に応じた基礎的な体力の向上に努めていただきたいと

思います。

島尻市町村教育長会は、運動部活動、スポーツ活動の適正化を図るための共通実

践事項を作成し、島尻管内の市町村教育委員会をとおして全ての小中学校に共通実

践を依頼しているところです。島尻地区中学校体育連盟及び関係者と連携を図りな

がら中学生のスポーツ活動及び体力・競技力の向上並びに青少年健全育成に取り組

んでまいりたいと思います。

結びに、島尻地区中学校体育連盟が、統合４０周年の節目の契機として、役員は

じめ関係者各位が一致協力され、次代を担う生徒の健全育成とスポーツの振興発展

に更なるご尽力を賜りますようお願い申し上げるとともに、本体育連盟の限りない

ご発展を心から祈念申し上げ、祝辞と致します。



祝 辞

沖縄県中学校体育連盟

会 長 大 浦 武

島尻地区中学校体育連盟が統合４０周年の節目を迎えられますことに、心からお祝いと

感謝を申し上げます。

さて、本土より遅れること約10年の歳月を経て、1959年（昭和34年）１月19日に沖縄県

中学校体育連盟が結成され、昭和47年本土復帰に伴い、県中学校体育連盟の組織改革が行

われました。

昭和49年には、それまでの12地区が教育事務所単位の６地区に統合され、それに伴い、

島尻地区におきましても、昭和50年に知念地区と糸満地区を統合し、島尻地区中学校体育

連盟が合併、４０年目を迎えました。

この間の貴連盟の歩みを拝見しますと、結成以来、生徒の体力の向上や健康の保持増進、

学校体育の振興をはじめ青少年健全育成、スポーツの振興・発展にご尽力をされてきまし

た。

その成果として、九州大会や全国大会においても上位入賞する競技も多数出てきており

ます。その中でも、全国大会での軟式野球での佐敷中学校の３位入賞をはじめ、個人の部

では柔道競技で準優勝と３位という成績を収めました。

また、平成16年度から25年度の九州大会においては、ソフトテニス女子とバスケット女

子で東風平中、卓球男子で与那原中が準優勝、柔道男子で西崎中と南風原中、バレーボー

ル女子で長嶺中、バドミントン女子で高嶺中、ソフトテニス女子で糸満中が３位入賞し、

個人の部では、水泳、ソフトテニス、テニスの優勝、陸上、水泳、柔道等で準優勝、陸上、

水泳、ソフトテニス、バドミントン、柔道で３位というすばらしい活躍がありました。

結成４０周年を迎えた本年度は、九州大会で佐敷中の男子バスケットボールが準優勝、

伊良波中の男子テニスが３位、県大会においては、団体種目７競技で優勝するなど素晴ら

しい活躍があり、県内スポーツ界に大きな夢と感動を与えることができました。改めて関

係各位のこれまでの御尽力、御苦労に対し、高く評価するとともに、心より感謝する次第

であります。

ところで、学習指導要領の総則には、「部活動については、スポーツや文化及び科学等

に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、学校教育の

一貫として、教育課程との関連が図れるように留意すること」と明記され、私たち部活

動指導者には、さらに運動部活動を充実させていくことが求められております。

県中体連としましても、本連盟の目的と役割を深く胸に刻み、６地区中体連をはじめ関

係機関・団体等々との連携をさらに深め、生徒の運動部活動を通した夢や希望の実現に向

け、一層努力し、頑張っていく所存であります。

貴連盟におかれましては、これらのことについてのご理解と更なるご協力を賜り、４０

周年の輝かしい実績と経験を今後の活動に生かしていただきますとともに、生徒の健全育

成と体力の向上、競技力の向上に寄与され、より一層の組織の充実によるご活躍をご期待

申し上げます。

結びに、具志堅弘会長をはじめ、歴代会長、旧役員、記念事業を推進された現役員の

方々の御労苦に深く敬意を表するとともに、島尻地区中学校体育連盟の益々の飛躍と御

発展を祈念し、祝辞といたします。



西暦 年号 専門部長名（学校）

２００５年 平成１７年 平田　和也（兼城）

２００６年 平成１８年 金城　幸憲（兼城）

２００７年 平成１９年 金城　幸憲（兼城）

２００８年 平成２０年 大城　吉明（長嶺）

２００９年 平成２１年 大城　吉明（長嶺）

２０１０年 平成２２年 大城　吉明（長嶺）

２０１１年 平成２３年 金城　幸憲（長嶺）

２０１２年 平成２４年 金城　幸憲（長嶺）

２０１３年 平成２５年 渡名喜　優（南星）

２０１４年 平成２６年 渡名喜　優（南星）

歴　代　専　門　部　長
競技名（バレーボール）

　　　　平田　和也　　　　　金城　幸憲　　　 大城　吉明　　　　　　金城　幸憲　      渡名喜　優　

　　～平成１７年　　　平成１８年～１９年 　平成２０年～２２年　平成２３年～２４年　　平成２５年～２６年　



優勝校 準優勝 優勝校 準優勝

2005 兼　城 南風原 与那原 兼　城

監督　コ-チ 平田 和也
嘉手苅 保
座安 京子

神村 拓郎
諸見里 香

大城 吉明
沖 さやの

2006 潮　平 南風原 長　嶺 東風平

監督　コ-チ 仲村 智
神谷 一夫
鎌田 浩栄

大城 吉明
長尾 絵美

奥原 絵理子
渡嘉敷 信也

2007 玉城 具志頭 長　嶺 豊見城

監督　コ-チ
仲吉 謙

當山 拓哉
大城 盛一朗

福　京子
大城 吉明

真栄平紋子
山田 正策
新里　稔

2008 豊見城 長　嶺 豊見城 長　嶺

監督　コ-チ
渡名喜  優

平安山 英次
仲里道信

山田 正策
新里　稔

大城 吉明
真栄平紋子

2009 豊見城 大　里 長　嶺 兼　城

監督　コ-チ
池田　武

平安山 英次
上原秀樹

大城 吉明
真栄平紋子

金城　幸憲

2010 豊見城 与那原 長　嶺 豊見城

監督　コ-チ
池田　武

平安山 英次
下里　守
砂川直人

大城 吉明　
新垣夏美
金城秀雄

2011 与那原 豊見城・伊良波 南星 伊良波

監督　コ-チ
下里守

蓬原沙也香
池田武

平安山英次
有銘真一郎
長嶺　聖佳

具志吉正
神谷清二

2012 東風平 与那原 長嶺 大里

監督　コ-チ
井上晋吾

大城みゆき
下里守

金城美佳
金城幸憲
上原　進

宮城浩也　新垣博子
波照間生子

2013 与那原 長嶺 伊良波 知念

監督　コ-チ
仲里道信
金城房子

仲村智
亀谷省吾

具志吉正
神谷清二

赤嶺直子
山内郁子

2014 豊見城 与那原 知念 長嶺

監督　コ-チ
新垣諒

宮城調仁
池田武

仲里道信
高嶺智徳
山内郁子

金城幸憲
神山千枝

40

39

37

36

35

回　 西暦　
男子 女子

38

34

33

31

32

☆地区夏季大会（第３１回～４０回）



優勝校 準優勝 優勝校 準優勝

2005 兼　城 南風原 与那原 兼　城

監督　コ-チ 平田 和也
嘉手苅 保
座安 京子

神村 拓郎
諸見里 香

大城 吉明
沖 さやの

2006 潮　平 南風原 豊見城 長嶺

監督　コ-チ 仲村 智
神谷 一夫
鎌田 浩栄

山田 正策
大城 光明

大城　吉明
長尾　絵美

2007 豊見城 長　嶺 長　嶺 豊見城

監督　コ-チ
渡名喜優

平安山英次
仲里 道信

大城 吉明
真栄平紋子

山田　正策
新里　稔

2008 豊見城 大里・与那原 長　嶺 知　念

監督　コ-チ
渡名喜優

平安山英次
井上　晋吾

大城 吉明
真栄平紋子

山内　康宏

2009 豊見城 与那原 長　嶺 豊見城

監督　コ-チ 池田　武 砂川直人　
大城 吉明

真栄平紋子
宮城玲奈
神里竜也

2010 与那原 長嶺 南星 長嶺

監督　コ-チ 下里　守
具志 吉正
仲里 道信

有銘 真一郎
長嶺 聖佳

大城　吉明

2011 東風平 与那原 南星 長嶺

監督　コ-チ
井上晋吾
許田恵

下里　守
有銘 真一郎
長嶺 聖佳

金城幸憲
上原進

2012 豊見城 長嶺 伊良波 豊見城

監督　コ-チ 池田　武
仲村智

亀谷省吾
具志吉正
神谷清二

神里斉
新垣夏美

2013 長嶺 伊良波 伊良波 兼城

監督　コ-チ
仲村　智

亀谷　省吾
大谷　直子
上原　幸枝

具志吉正
神谷清二

新垣　美野
神山　史子

2014 与那原 西崎 長嶺 伊良波

監督　コ-チ
池田　武
仲里道信

中田和樹
金城幸憲
神山千枝

与那覇秀俊
神谷清二

☆地区新人大会（第３１回～４０回）

回　 西暦　
男子 女子
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        「さらなる発展へ」

                                            バレーボール専門部長

                      氏名  渡名喜 優

島尻地区中学校体育連盟４０周年おめでとうございます。これまでご尽力された諸先輩方に厚く

御礼申し上げます。また、平成 ２６年 度の島尻地 区中学校体育連盟におかれましては、会長の具

志 堅 弘 先生 をはじめ、多 くの先 生方 にお世 話になり、大 会を無 事運 営 することができましたことを

心よりお礼申し上げます。

さて、この大きな節目にバレーボール専門 部長として関わることができ、誠に感 慨深いものがあり

ます。島尻地区 バレーボール専 門部は年を重ねるごとに組織としての熟成が図られ、今年 度にお

いては、多くの県大会において、優秀な成 績を残 すことがでました。第 ５６回沖 縄県中 学校バレー

ボール競技 大会においては、ベスト８の中に、５チームが島尻 地区のチーム、ベスト４には２チーム

が残 ることができ、準 優 勝の兼 城中 学 校 は九 州大会 出 場 と活躍 しました。先 日 の九 州 選 抜優 勝

大会では、優勝伊良波中学校、準優勝豊見城中学校と島尻２チームが独占し、九州大会派遣と

いう偉業を達 成しています。これは専門 部 創設 以来 、初めての快 挙 であります。次 年度 もさらなる

活躍が期待されているところです。

このように、島尻 地区の生徒が活 躍している背景 には、小学校の指導者や地域の関わり、また、

保護者の協力、これまでの島尻地区バレーボール専門部にご尽力頂いた先生方のお力添えがあ

ったからだと考えております。これからも、諸先生方の支えのもと、島尻地区の生徒の飛躍を願 い、

また、オリンピック選手が輩出されることを期待しながら運営を進めていきます。

結びに、これからの島尻 地区 中学 校体育 連盟のさらなる発 展のため、バレーボール専門 部も邁

進していきますので、これからも引き続きご指導とご協力をお願い申し上げます。



バドミントン競技
歴代専門部長

代 年 専門部長名

初代 昭和 57 年～ 60 年 城間 明

二代 昭和 61 年～平成 17 年 与那嶺 明

三代 平成１８年～２２年 大城 喜史

四代 平成２３年～２４年 新垣 悟

五代 平成２５年～２６年 大城 喜史



栄光の足跡

夏季大会
男子 女子

年度 優勝 準優勝 三位 三位 優勝 準優勝 三位 三位

2005年 潮平 大里 渡嘉敷 南風原 高嶺 糸満 大里 潮平

平成17年度 与那嶺明 川満麻陽 屋冨祖淳 依田羊一郎 長田宗彦 島崎祐之 宮城清英 与那嶺明

川満則明

2006年 渡嘉敷 高嶺 大里 西崎 高嶺 大里 潮平 西崎

平成18年度 新垣 真 糸数貴之 嘉数雄信 吉元康王 長田宗彦 宮城清英 与那嶺明 平良勝彦

2007年 西崎 渡嘉敷 糸満 高嶺 大里 西崎 高嶺 潮平

平成19年度 吉元康王 古謝将史 宮城清英 糸数貴之 山入端明子 仲宗根えりか 新垣清行 山内庸子

2008年 糸満 渡嘉敷 高嶺 西崎 玉城 高嶺 西崎 伊良波

平成20年度 大城一輝 金城弘典 石川 創 吉元康王 津波古要 安里順一 内盛美貴 大城喜史

2009年 糸満 西崎 三和 座間味 糸満 玉城 粟国 西崎

平成21年度 大城勝也 吉元康王 亀川善久 柴田義之 大城勝也 津波古 要 佐藤 忍 金城 誠

川満則明 上原源三 大城正治 新垣正人

2010年 糸満 粟国 南風原 渡嘉敷 糸満 東風平 西崎 粟国

平成22年度 笹木寛太 座間味栄行 大城 忍 金城弘周 鉢嶺貴子 与那嶺明 内盛美貴 佐藤 忍

川満則明 高良 優 崎原正光 赤嶺孝幸 上原源三 金城 勲 高良 優

2011年 南風原 粟国 西崎 東風平 糸満 西崎 伊良波 高嶺

平成23年度 大城忍 小録真也・高良優 大城貴寛 山城新源 新崎峰子 崎原リナ・金城潤 仲嶺貴恵 大城玲子

崎原正光 新垣洋 知念正太 上原源三 上原善徳 須磨久美 玉城由加里

2012年 糸満 南風原 粟国 東風平 糸満 玉城 伊良波 南星

平成24年度 大城 尚 大城忍 小禄真也 山城新源 大城貴寛 幸地五月 野崎由紀夫 福士さくら

川満則明 崎原正光 高良 優 知念正太 上原源三 嶺井 栄 神里 那美 赤嶺光明

2013年 粟国 渡嘉敷 東風平 西崎 南星 伊良波 糸満 玉城

平成25年度 小禄真也 知念良弥 山城新源 高良 優 福士さくら 仲嶺貴恵 野村和歌子 上原理恵

田港朝也 山城 淳 知念正太 新垣 洋 赤嶺光明 上原 源三 嶺井 栄

2014年 粟国 南風原 糸満 渡嘉敷 潮平 糸満 玉城 伊良波

平成26年度 具志吉正 知念 翼 村濱綾香 知念良弥 髙宮城実康 野村和歌子 玉城 秋菜 二木 瞳

山城新源 崎原正光 川満則明 新里 勝 山口珠里 上原 源三 大城 正治 大城 忍



栄光の足跡

新人大会

男子 新人大会

年度 女子

優勝 準優勝 三位 三位 優勝 準優勝 三位 三位

2005年 大里 高嶺 西崎 渡嘉敷 高嶺 大里 潮平 西崎

平成17年度 川満麻陽 宮里優作 吉元康王 屋富祖淳 長田宗彦 宮城清英 与那嶺 明 平良勝彦

2006年 西崎 糸満 渡嘉敷 高嶺 大里 潮平 西崎 高嶺

平成18年度 吉元康王 富山直美 新垣 真 新里 健 宮城清英 与那嶺 明 平良 勝彦 長田宗彦

司

2007年 糸満 渡嘉敷 潮平 高嶺 糸満 玉城 西崎 兼城

平成19年度 大城一輝 古謝将史 山内すみれ 糸数貴之 宮城清英 宜保めぐみ 仲宗根えりか 砂川由乃

2008年 糸満 渡嘉敷 三和 潮平 玉城 糸満 西崎 東風平

平成20年度 鉢嶺貴子 古謝将史 小松佐知子 山内すみれ 津波古要 大城勝也 内盛 美貴 与那嶺明

上原 源三 金城 勲

2009年 糸満 粟国 渡嘉敷 東風平 西崎 糸満 東風平 高嶺

平成21年度 上原善徳 座間味栄行 金城弘周 金城義樹 金城 誠 宮城達子 与那嶺明 安里順一

川満則明 佐藤 忍 赤嶺孝幸 金城勲 上原 源三 金城 勲 玉城由加利

2010年 南風原 西崎 大里 粟国 糸満 西崎 玉城 伊良波

平成22年度 大城 忍 大城貴寛 足立克枝 座間味栄行 鉢嶺貴子 内盛美貴 新垣悟 儀保真理子

崎原正光 濱本哲久 高良 優 上原源三 嶺井栄 中 太一

2011年 糸満 潮平 東風平 南風原 伊良波 西崎 糸満 玉城

平成23年度 大城尚 亀川敦志 山城新源 大城 忍 仲嶺貴恵 崎原リナ 新崎峰子 新垣悟

川満則明 城間尚人 知念正太 崎原正光 須磨久美 上原 善徳 上原源三 嶺井栄

2012年 粟国 渡嘉敷 東風平 西崎 伊良波 南星 与那原 糸満

平成24年度 小禄真也 小橋川剛 山城新源 山入端明子 野崎由紀夫 福士さくら 与那嶺 明 大城貴寛・

高良 優 赤嶺孝幸 知念正太 新垣 洋 二木 瞳 赤嶺 光明 上原源三

2013年 南風原 潮平 糸満 渡嘉敷 糸満 玉城 伊良波 与那原

平成25年度 大城忍 真栄城枝理 村濱綾香 知念良弥 野村和歌子 上原理恵 仲嶺貴恵 与那嶺明

崎原正光 平良明子 川満則明 山城 淳 上原源三 山入端 彰 須磨久美 知花綾子

2014年 糸満 粟国 渡嘉敷 長嶺 糸満 玉城 西崎 長嶺

平成26年度 村濱綾香 具志吉正 知念良弥 比嘉麻乃 野村和歌子 玉城 秋菜 金城 忍 池間 愛

川満則明 山城新源 新里 勝 金城 智 上原源三 大城 正治 上原 善徳 赤嶺健次郎



十年

南城市立佐敷中学校

大城 喜史

今年度で三十二年目を迎えたバドミントン競技であるが、専門部長を務めたのは初代の城間

明先生、二代目の与那嶺明先生（現与那原中）、三代目五代目の私、四代目の新垣悟先生（現

玉城中）の四人である。城間先生、与那嶺先生の二人は学生時代からのバドミントン経験者で指

導力に優れ、誰もが認めるバドミントンの専門部長であった。それが十年前、恩師である与那嶺

先生から、十年近いバドミントン部顧問としての活動を認めてもらえ、専門部長という大役を任さ

れた。不安でいっぱいの中これまでの専門部長の功績に恥じぬように必死で職務をこなし、手探

りで大会運営を行うことだけに必死になっていた日のことが今でも思い出される。

ここで、改めてこの十年の専門部長としての活動を振り返ってみたい。

私が専門部長として最初に取り組んだのは、各学校顧問の連携である。当時、宮城清英先

生、与那嶺明先生という沖縄県を代表する指導者に対して、指導方法や競技に関する考え方な

どを聞く機会があまりなかった。そこで、宮城先生、与那嶺先生にお願いして講習会や合同練習

を行い、選手の競技力向上に取り組んだ。また、大会運営も全顧問交代で行うことで、お互いに

協力し、気軽に話ができる機会を作るように努めた。そのおかげで今では、大会の本部席に多く

の先生方が気軽に足を運んでくれるようになった。

しかし、この１０年取り組実の中で課題も残されている。その一つは、地域との連携である。現

在、県のトップレベルの選手は小学生からクラブチームなどでバドミントンをしている選手がほと

んどで中学生から始めた選手の多くは、三年生の最後の夏季大会でベスト四に入るのが精一杯

という状況になっている。素晴らしい選手を多く育ててきた宮城先生は三年前に退職、与那嶺先

生も今年度で退職し、島尻地区のバドミントン競技は過渡期を迎えていると思う。今後、競技力

向上のためには教員だけでなく、地域の方々と一緒に取り組み、よりレベルの高い選手の育成

に努めなければならないのではないかと考える。幸いにも小学生を指導し、全国レベルの選手を

輩出している川満氏、上原氏が身近にいる。お互いが協力して選手育成に尽力することにより、

今後、沖縄、島尻から、オリンピックを目指せる選手が育っていくと私は思う。

最後に、島尻地区の各競技が切磋琢磨し、すべての競技で県大会、九州大会で活躍できるよ

うに島尻地区中学校体育連盟がますます発展していけるようにともに努力していけたらと思いま

す。



私とバドミントン

与那原市立与那原中学校

与那嶺 明

島尻地区中学校体育連盟４０周年、おめでとうございます。

島尻地区でのバドミントン競技は地区中体連が発足して９年後に、そして地区夏季大会開催

から２週間ほど遅れて始まったと聞いています。

私自身はその年（１９８４年）に神奈川県にある県立武山養護学校から大里中に新採用として

沖縄県に戻ってきた年（２９歳）でした。赴任校の大里中では女子ソフトテニス部の顧問で地区

夏季大会にも参加をしていました。２週間遅れで開催するバドミントン競技の当時専門部長であ

る城間明先生から「大会を観戦に来てほしい」「閉会式で講評を述べてほしい」という電話をいた

だきました。「なぜ、私が？」という思いでしたが、城間先生に伺うと「島尻地区には学生時代に

バドミントン競技を専門にして活動していた職員がいない」ということでした。それで私に白羽の

矢が立ったのでしょう。

当時は城間先生が勤めていた三和中学校体育館が大会会場でした。体育館の中にはシャト

ルが飛ぶコースに吊り輪の設備があり、バドミントン競技には適した体育館ではありませんでし

た．参加している学校も多くはありませんでしたが熱のこもった試合を展開していました。

私のバドミントン部顧問としてのスタートはこの試合観戦と講評から始まったようなものです。

講評をした私も早くバドミントン部を立ち上げて、大会へ参加をしたいという強い思いが出てきま

した。

結局、その年の夏休み終了後、１年男子数名を集めて同好会から出発しました。それから３０

年間、バドミントン部の顧問を続けています。

私がバドミントン競技に係わってきた３０年間を振り返ると私を後押ししてくださる、たくさんの

人との出会いがありました。

まず、神奈川県から大里中に赴任した年、新築の体育館床面にラインを引く作業が行われる

前に体育主任の永山清勝先生から「与那嶺先生、大里中で将来バドミントン部を作るでしょ！バ

ドミントンコートも引いておきましょうか？」という話があり、「是非お願いします！」と返事をし、６

面のコートを作ってもらいました。そこで指導者としての基盤が作られました。

大里中から三和中に異動する時も当時三和中学校の校長先生だった比嘉先生から「次は三

和中に来なさい」と誘いを受け、大里中のライバルだった三和中への異動となりました。次は三

和中からバドミントン部の無い知念中への転勤でした。しかし、体育主任の大城洋子先生が「与

那嶺先生が来たらバドミントン部をつくるはずだから」と言って、私が赴任したときには部員もい

ないのに「バドミントン部顧問」となっていました。

次の潮平中では新設校で校舎も体育館も新築の学校でした。赴任が決まって学校を訪問した

ときに大城侑校長先生に体育館の図面を見せていただきました。バドミントンのコート数が４面し

か無い設計でしたので校長先生にまだライン引きが始まっていないのなら６面に変更して下さい

とお願いをしました。４月１日を迎えて体育館をフロアをみると６面のコートが引かれており、配慮

してくださった校長先生に感謝の気持ちを伝えました。



そのあとは東風平中、与那原中と赴任をして今年、退職を迎えます。

島中体連４０周年の中でバドミントン競技は３１年目ですが、私はその中で３０年間係わって来

ました。専門部長も１９年間行いました。

バドミントンといえば島尻地区という時代が長く続きました。１０年ほど前から中頭地区が強くな

り、島尻地区が優勝できなくなりました。しかし今年度は女子団体ベスト４に島尻地区から３校が

入り、復活の兆しが見えます。 以前のようにバドミントンといえば島尻地区と言われるように今

後の活躍を期待したいと思います。

バドミントン競技が今後栄えるためにも島中体連の盛り上がりがとても必要だと思います。

これからの島尻地区中学校体育連盟の活躍に期待をしたいと思います。



バドミントン競技から感じたこと

南城市立玉城中学校

新垣 悟

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 ４ ０ 周 年 お め で と う ご ざ い ま す 。

私が地区バドミントン競技に関わり、１０年以上が経過しました。その間、微力ながら地区専門

部長として２年間運営に携わってきました。その中で、感じた点をいくつか述べたいと思います。

私がバドミントン競技に関わって感じたことは、島尻地区における競技人口の多さです。夏季

大会や新人大会においては団体戦のみならず、個人戦もおこなわれ、部員が１名でも参加でき

るということから、小規模校、特に離島校は部活動として取り組みやすいことがその理由の一つと

してあげられるかと思います。また、個人戦も開催されることから１つの学校から多くの生徒が出

場することができます。試合に出場することを通して、勝つ喜びを得ることや、普段から努力する

ことの大切さを学ぶなど、大会を通して成長する姿も多く見受けられることからも、生徒には多く

の試合経験を積ませるためにも、現在のような大会は必要ではないかと感じています。

逆に、大会運営上、その参加数の多さから、大会が長時間化しがちであり、選手の疲労や体

調管理という点においては、改善の必要もあり、今後の課題の一つとなっていくかと思います。

また、バドミントンを専門とする教員が少ないこともあり、専門外の競技であるにもかかわらず

バドミントン部の顧問を持っていることが多くなっています。しかしながら、それぞれの先生方が、

熱意を持って部活動に取り組んでおり、このことも多くの生徒がバドミントン競技に興味を持ち、

参加している要因の一つと考えられます。

今後、島尻地区のバドミントン競技の発展を考えるに、大会の運営なども含め、各学校の顧問

の協力なくしては成り立たず、また、技術指導という面においては各地域において外部コーチと

して生徒の技術力向上などに尽力していただいている地域の方々の力も必要不可欠となりつつ

あります。学校と地域が一体となり、大きな目標を持って生徒の指導にともに取り組んでいくこと

が、島尻地区のバドミントンの競技力の向上や発展につながっていくと思います。

最後になりますが、島尻地区中学校体育連盟のこれまで以上の発展を想望し、ともに取り組

んでいくことができればと思います。



バドミントンを通して

糸満市立糸満中学校

二年 上原 愛枝

私がバドミントンを始めたのは、幼稚園の後半ぐらいからです。きっかけは兄たちがやってい

たからです。それから小学生、中学生と競技を続け、今年は夏の県総体での団体優勝と個人戦

でのダブルス優勝、沖縄県新人シングルス大会での優勝、団体選手権大会でも優勝するなど、

多くの賞を受賞することができました。

私がバドミントンを通して成長したことは、自分に自信が持てるようになったことです。少し前ま

では、試合に負けていると自分のプレーに対して納得できずに冷静にプレーできませんでした。

今も時々冷静にできないこともありますが、最後まであきらめずに自分の持っている良いところを

意識して最後までプレーできるようになっていきました。

現在、私は糸満中のキャプテンであると同時に沖縄県選抜チームのキャプテンとしてみんなを

まとめられるように頑張っています。特に言葉遣いや機敏な行動、誰にでもあいさつすることを心

がけ、誰よりも先に気づいて行動できるように頑張っています。

私がこうして楽しくバドミントンを続けていられているのは、家族、先生方、コーチ、チームのメ

ンバーのおかげだと思って、とても感謝しています。

三年生に進級し、迎える最後の夏季大会では、団体戦、個人戦ともに県大会で優勝して、九

州、そして全国大会に出場できるように日々の練習を大事に、支えてくれている人々への感謝の

気持ちを忘れずに頑張っていきます。



バドミントンを通して学んだこと

糸満市立糸満中学校

二年 新垣 開琉

僕がバドミントンを始めたのは、５歳の頃からです。きっかけは、姉が友達にさそわれてクラブ

チームに入ったからでした。週５日の練習に、僕は毎回ついて行きみんなが練習しているのを見

学するのが楽しみでした。見学中にチームの監督から「一緒にやるか」と誘われてバドミントンを

始めました。誘われたときはとても嬉しくて、運動も大好きなので、厳しい練習も楽しくできまし

た。中学生になった今は、体力もつき技術も上達しています。これも監督の厳しい指導や一緒に

頑張る仲間と支えてくれた家族がいてくれたからだと思います。

もう一つ、僕が成長したと感じるのは精神面です。糸満中学校男子バドミントン部のキャプテン

として僕が頑張らなくてはいけないことがたくさんあり、特に先輩方が引退した後、部員をまとめ

たりする経験ができたことが精神面を鍛えたと思います。

三年生になると中学生最後の夏季大会が待っています。目標は地区大会で団体、個人ともに

優勝し、県大会でも優勝を目指します。そのためには、今まで以上にトレーニングや基本練習を

しっかりと集中してやることが大事だと思います。苦手なストレッチも欠かさずやろうと思います。

僕が今、一番頑張らなければいけないことは精神面強化です。大事な試合の時にリードして

いるのに逆転されることがあります。小学生まではそんなことは無かったのに、中学生になり周り

との力の差が無くなってきたことと勝たないといけないというプレッシャーに負けている自分がい

ます。顧問の先生にも「自分に自信を持ちなさい」とよく言われます。相手にリードされていても

強気でプレイできるように絶対にあきらめない強い気持ちを持てるように成長して、夏季大会は

臨みたいと思います。

県大会で糸満中学校女子バドミントン部が１８年ぶりに優勝しました。僕も絶対に優勝旗を持

って帰るように努力したいと思います。



歴 代 専 門 部 長

競技名（ サッカー ）

西 暦 年 号 専門部長名（学校名）

２００５年 平成１７年 大嶺拡（三和中学校）

２００６年 平成１８年 伊集守朋（糸満中学校）

２００７年 平成１９年 伊集守朋（糸満中学校）

２００８年 平成２０年 伊集守朋（糸満中学校）

２００９年 平成２１年 宮城義隆（西崎中学校）

２０１０年 平成２２年 宮城義隆（西崎中学校）

２０１１年 平成２３年 宮城義隆（西崎中学校）

２０１２年 平成２４年 古謝将史（豊見城中学校）

２０１３年 平成２５年 古謝将史（豊見城中学校）

２０１４年 平成２６年 前底泰仁（三和中学校）

（大嶺拡）       （伊集守朋）     （宮城義隆）    （古謝将史）     （前底泰仁）

平成 17 年   平成 18～20 年 平成 21～23 年   平成 24～25 年   平成 26 年～



                        

                                  

                        「サッカー専門部での成長」

                                           専門部長 専門部 サッカー

                      氏名 前底 泰仁

島 尻 地 区 中 体 連 ４０周年 にあたり、現サッカー専門 部 長 としてごあいさつを申 し上 げさせて頂 き

ます。

私 は教 育 現場 に関わって今 年 で１４年 目になりますが、最 初の年 は外 部 コーチとして、以後 は

サッカー部 の顧 問 としてサッカー専 門 部に関わらせて頂いています。そのなかで、「島 尻 地区 サッ

カーピースリーグ」や「地 区トレセン活動」、「島 尻Ｕ－１４選 抜千 葉遠 征（八千 代大 会）」は私が専

門 部 に関 わり始 めた頃からスタートし、現 在 まで継 続 的 、発 展 的 に取 り組 まれてきています。どの

取り組みも「子ども達のために（Ｐｌａｙｅｒｓ Ｆｉｒｓｔ）」という考え方のもと、先生 方の情熱 と協力によっ

て少しずつ改善 しながらここまで進んできたと感じています。私が部の指 導を始めて間もない頃 、リ

ーグ戦を通じて多くのチームと対戦しながら、サッカーそのものや、生徒との関わり方について先輩

方 から学 ぶことができ、自 分の成 長 に役 立 てることができました。サッカーは刻 一 刻 と変 化 する状

況に対応し、より良いプレーを発揮していくスポーツだと思いますが、選手を指導 したり、試合の審

判 をしたりするときには、そのような状 況 の中 で瞬 時 にアドバイスや決 断 を下 さなければ選 手 を納

得 させることはできません。的確 な指 導やジャッジを行 うためには、サッカーに対する理 解はもちろ

んのこと、中 学生 である選 手に対する「理解 」や、大人として、何を子 どもたちに伝えるべきかという

「考え方」、どう伝えるべきかという「関わり方」について、常に自分の中 で整理 し、筋を通しておくこ

とが必要だと思 います。地区 トレセン活動や大会 の審判などの専 門部の活動を通して、このような

教員として大 切な資質を高める機会が得られたと思っています。最 近では、「学ぶことをやめたら、

教 えることをやめなければならない」という言 葉を専門 部の先輩 から頂きました。この言 葉を前 向 き

にとらえ、情熱をもって子どもたちに関わる先生方の集まりが、現在のサッカー専門部ではないかと

感 じています。今後 も、先 輩 方 が創 りあげてきた「島 尻 地 区 サッカー専 門 部の良 さ」を発 展 させて

いけるように、頑張っていきたいと思います。



                        

                                  

                         「専門部への感謝、恩返し」

                                           専門部長 専門部 サッカー

                      氏名 古謝将史

島尻地区中学校体育連盟４０周年、心よりお祝い申し上げます。

サッカー専門 部 の先 輩 方に声をかけて頂いて、専 門 部 （地 区中 体 連 ）のあたたかい輪の中に入 り

始めてからはや１９年が過ぎました。 大学卒業ばかりで、教師としても指導者としても右も左 もわから

ない中、常にストレートにアドバイスを与えてくださった先輩方の存在は、私の教員生活にとって何物

にも代えがたい宝 となっております。いま、一 教師として、一 指導 者 として、いくらか自 信を持てるよう

になったのも、専門部の先輩方無しにはあり得ないことだと感じております。

７年 間 の補 充 経験 を含 め１５年間 （離 島 ３カ年 、まさかの野 球部 顧 問 １カ年は、専門 部を離 れてま

したが）、専門 部の運営 に携 わっていく中 で、少 しずつ責任 のある役 職を与えられました。運 営の経

験 を重 ねながら、自 分 なりに「専 門 部 の発 展 に寄与 できることは何 か」を考 えるようになっていきまし

た。また、気がつけば、若手専 門部 員に対 して、アドバイスをする立場になっていました。その時期で

しょうか。「つぎの専 門 部 長は、おまえだ」と、先 輩から話をいただいた時のことを今 でも覚 えておりま

す。それから、２カ年（平成２４年度、２５年度）、専門部長を務めさせていただきました。

私自身、育てていただいたことへの恩返しの機会だと捉え、努力してまいりました。大会運営につい

ては、負担を分かち合うことを念頭に「全 員専門部 制」と称した体制を意識 してまいりました。専 門外

の部 顧問 であれば、本部 での弁 当係 等 、数 時 間程 度 の関 わりでも対 応 できる役 をお願いしたりしま

した。最初は、「それでも負 担では？」と思いましたが、その方から「専門部のみなさんが難儀している

ことは承 知 しているので、これくらいは手 伝 わせてください。関 わりも持てるので。」と笑 顔 で応えて頂

いた時は、胸が熱 くなる思いでした。外部 審判 員も、関わりのある先輩 専門 部員のご尽力 も有り、協

力 体 制が充実 することができました。普 段 、社 会人 大 会 で審 判をされている方 々の視点 で、大会 運

営についての意見交換もできたことは、運営改善 に役立ったと思います。このような協力体制を構築

することで一 番 メリットを受 けたのは、若 手 専 門 部員 だったかと思います。私 もそうでしたが、若 手 の

時期は、自 分のチームの指導 （試合）だけでなく審 判に駆り出 されたり、はたまた本 部記録等 々に追

われます。専 門 部 長 として先 程のような協 力 体制を充 実 させることは、若 手 にとって、自 分 のチーム

の指導（試合）に集中できる環境を作ることにつながると思います。指導者として伸び盛 りの時期に、

真 剣 勝 負 に集 中 できることは貴 重 な機 会 だと思 います。さらには専 門 部 全 体 にとっても、競 技 力 の

向上に直結することだと今でも信じております。近年の島尻地区勢の県大会、九州大会等での躍進

の陰で、専門部運営こうした取り組みが少しでも貢献できていれば幸いです。いまは専 門 部 を離 れ

ておりますが、 機 会 があれば 、自 分 なりの 恩 返 しを続 けたい と思 い ます。

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 、サ ッカー専 門 部 の今 後 のご発 展 を祈 念 してお ります 。

顔

写真



                        

                                  

                         「サッカーで繋がる仲間」

                                           専門部長 専門部 サッカー

                      氏名 宮城義隆

島尻地区中学校体育連盟 40 周年を迎えるにあたり、心よりお祝い申し上げます。

今 から遡 ること二 十 数年 前 、教員 に成 り立 ての私 は当 時の部活 動 主 任から「義 隆先 生 、サッカー

部 の顧 問をお願 いね！」の一言 でサッカー部顧 問としてのキャリアをスタートさせました。その頃は私

自身サッカーの経験がほとんどなく、どのように部 活動の指 導や運 営をしていけば良いのか、不 安を

抱 えていたのを今 でも覚 えています。そんな私に当 時 のサッカー専 門部 の先輩 方 は、サッカーの指

導 や審 判 、ピッチ設 営 など、様 々なことを教えてくれました。そして私 も徐 々にサッカーの素 晴 らしさ

や魅 力 の虜 になり、その指 導に積 極 的に関わっていくようになりました。その当 時から現 在 に至 る中

で、多くの選手や指導者との出会いがあり、私自身の貴重な財産になっています。

その中 でも特 にサッカー専 門部のメンバーとの繋がりは何 事にも代えがたい大切なものとなってい

ます。専 門部 の仲 間とは、指 導法 やサッカー観について熱 く議論 したり、時には子 どものように純 粋

に勝ち負けを競ったり、また、実 際にサッカーをして汗を流したりと、サッカーを通して親交を深めてき

ました。また、サッカーの話 題だけにとどまらず、所 属する学校の生 徒指導の悩みや教員としてどうあ

るべきかなど、より深みのある話題について語り合うことも多く、教員としての資質も互いに高め合って

います。そして、専門部は若者から大先輩まで幅広い年齢層 のメンバーで構成されており、その中で

ベテランがこれまでの経験を伝え、若 者はそれらを受け止 めつつも、新しい視点 での意見を出 すこと

によって互いに相乗効果を発揮し、常に発展し続けています。

また私自身、専門部長の役割を 3 年間（平成 21～23 年度）仰せつかり、微力ながら専門部の世

話 役を担 いました。その中 で、地 区を取 りまとめる難 しさを身をもって感じましたが、専門 部の協 力の

お陰 でその役割を果たすことができました。改めて専 門 部への感謝 の気 持ちを抱 くとともに、歴代 の

専 門 部長 に対 しての敬 意の念を感じているところです。また、専 門部 長としては地 区中 体 連の専門

部 会等 で中体 連の役 員や他競 技の専 門部 長との関 わりもあり、サッカー以 外の見 識 も拡 げることが

できました。

本 地 区の競 技力 に関 しては、数年 前までは県 大会 でベスト８入 りを逃すことがしばしばあり、低迷

していた時期もありましたが、近年は優勝や準優勝など、上位進出することが増えています。これもひ

とえに当 該 チームの指 導 者と選 手の努 力の賜 であることは間違 いありませんが、地 区 専 門部 がこれ

までにコツコツと積 み上 げてきた取 組 の成 果 でもあると考 えています。具 体 的 にはピースリーグの開

催や地区選抜チームの県外遠征などで、これらは 10 年以上継続しており他地区にも誇れる取組で

あると自負しています。

今 後 の 島 尻 地 区 中 体 連 並 びにサッカー 専 門 部 の益 々の 発 展 を 祈 念 致 し ます。



                        

                                  

                    「サッカー専門部に携わって」

                                           元島尻地区サッカー専門部長

                                伊 集 守 朋

  島 尻地 区中体 連創 立４０周年おめでとうございます。将来 を担 う多 くの子 供達の教育にご尽 力を

い た だ い た 諸 先 輩 方 、 ご 協 力 い た だ い た 保 護 者 ・ 地 域 の 皆 様 方 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま

す。

私 が サ ッ カ ー 専 門 部 に 携 わ る 事 にな って １ ８年 目 に な り ま す 。 補 充 を 初 めた 平 成 ８ 年 度 を

含 め、 平 成 １ ０ 年 度 に西 崎 中学校に新規採用として教員をスタートし、今振り返ってみれ

ばいつの間にかこのような年数になっていました。初めて補充をしました豊見城中には当

時、専門部長の慶留間清和先生が勤務しており、私自身から一緒にサッカーを指導してい

きたいと申し出たことがサッカー専門部に携わるきっかけになりました。

平成１２年度に前任の慶留間清和先生から専門部長の大役を引き受ける事になりまし

た。当時は自分自身の見通しの甘さがあり、大会運営など色々な点で多くの方々にご迷惑

をお掛けしてしまいました。それにもかかわらず永山清勝先生や瀬長盛光先生を始め諸先

輩方から時には厳しく、時には優しく助言していただきました。そして島尻地区は平成１

３年度沖縄県ユース（U-15）サッカー選手権大会で三和中が優勝して以来、長い間県大会

で結果を残すことができないことがあり、私は｢早く結果を残したい｣と言った事がありま

したが、その時に先輩から言われた｢目先の勝利ばかりではなく先をみた指導をしろ｣｢今や

っている事を信じろ。自ずと結果はついてくる｣と言われた言葉が今でも心に残っていま

す。近年の島尻地区の県大会や九州での活躍をみれば、私達が継続的に行ってきたピース

リーグや地区トレセン活動が結果として表れてきた成果だと思います。それだけではなく

高校や上の各カテゴリーでも島尻で育ってきた人材が選手や指導者などとして活躍してい

ます。

専門部に携わることになり沖縄の各地区や他県の指導者との数々の出会いの場があり、

指導方法や意見交換など多くの事を学ぶことができました。この１８年間の中で特に学ん

だ事はあらためての事になりますが｢人間育成｣の重要性です。サッカーを通して人を育て

ていく。これからもこの｢人間育成｣を基に子供達の成長を見守りながら指導していきたい

と思います。そして私には専門部を通しての夢があります。『海外で通用する選手・日本を

代表する選手』を島尻から輩出したい。もしかすると私が生きている間には叶わないかも

しれない。しかし太い幹がいくつも枝分かれしいつか大輪の花を咲かすように専門部の後

輩達の世代が我々の想いを紡いでいき必ず夢が叶うことと信じています。

９８年 W 杯優勝国フランス代表監督エメ・ジャッケ氏が述べた言葉があります。

『指導者が学ぶことをやめたならば、指導者は教える事をやめなければならない』

これからも私自身を成長させてくれた専門部のスタッフと共に可能性あふれる未来ある子

供達の成長と活躍に想いを馳せながら指導者として努力を継続していきたいと思います。



           「島尻地区中学校体育連盟４０周年に思いを込めて」

具 志 頭 中 学 校 サッカー部 顧 問

                                          一般社団法人 沖縄県サッカー協会

３種 委 員 長   瀬 長 盛 光

                   

島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 ４ ０ 周 年 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。 衷 心 よ り お 慶 び 申 し 上 げ

ま す 。 さ て 、 本 県 サ ッ カ ー 協 会 中 学 委 員 会 に お い て は 、 サ ッ カ ー の 指 導 を 通 し て 「 中 学 生

年 代 の 健 全 育 成 」 「 サ ッ カ ー の 競 技 力 向 上 」 「 沖 縄 か ら 日 本 代 表 選 手 を 」 等 、 日 本 サ ッ カ

ー 協 会 の 『 ２ ０ ０ ５ 宣 言 』 の ビ ジ ョ ン を 基 に 競 技 環 境 を 整 え リ ー グ 戦 文 化 の 定 着 、 指 導 者 の

質 の 向 上 、 サ ッ カ ー 環 境 の 充 実 を 図 る 等 本 県 が 取 り 組 め る 目 標 を 設 定 し 中 体 連 チ ー ム 、

クラブ チームを含 めた３ 種 委 員 会 で取 り組 ん で いる。

島 尻 地 区 中 学 校 サッカー 専 門 部 では 、 県 が 取 り 組 む 以 前 から 独 自 の 取 り組 みを してきた。

一 つ 目 は 、1 2 年 前 から「 島 尻 地 区 中 学 校 サ ッカーピー スリーグ」を 開 催 している 。 初 めたそ

の 背 景 に は 、 地 区 陸 上 大 会 に 向 け て 部 活 動 に 携 わ る 多 く の 先 生 方 が 陸 上 の 指 導 に 当 た

り 生 徒 が 自 ら 入 部 し た サ ッ カ ー 部 や そ の 他 の 部 活 動 の 生 徒 へ の 指 導 が 疎 か に な っ た 。 新

チ ー ム に な っ た 大 切 な 時 期 に 指 導 を 受 け る こ と が で き な い 、 目 標 を 持 っ て 活 動 す る こ と が で

きない 環 境 にな り 大 きなマ イ ナス にな る 期 間 が で きた 。そ れを 克 服 する ため に 定 期 的 に 実 施

で き る リ ー グ 戦 を 導 入 し た 。 当 初 は い ろ い ろ な 苦 情 が あ り 目 的 を 説 明 す る の に 苦 慮 し た が ３

年 目 頃 から専 門 部 の取 り組 みに賛 同 する 方 々が増 え 現 在 に 至 っている。

二 つ 目 は 、 「 サ ッカ ート レー ニ ング セン ター 」 通 称 トレ セン 活 動 で あ る 。 島 尻 を 東 西 に 分 け １ ０

年 以 上 取 り 組 ん で き た 。 そ の 成 果 を 発 揮 す る集 大 成 と し て 千 葉 県 八 千 代 市 で 開 催 さ れ て

い る 「 コ ミ ュニ テ ィ ワ ー ル ド カ ップ サ ッ カー in 八 千 代 」 の 大 会 に 参 加 し て １ １ 年 に な る 。 第 １ 回

目 の 参 加 時 に は 第 ４ 位 、 そ の 後 は あ ま り 力 を 発 揮 で き ず に い た が 、 平 成 ２ ６ 年 度 は 最 高 位

の第 ３位 という 結 果 を 出 すこ とがで きた。 現 在 では島 尻 地 区 内 の 認 知 度 も 高 く、 多 くの 方 々

から理 解 を 得 られるようになっ ている 。

三 つ 目 は、 選 手 育 成 と 各 チ ームの 強 化 につい て 、最 近 の 島 尻 地 区 チ ームの 成 績 は安 定 し

た 結 果 を 残 す よ う に な っ た 。 平 成 ２ ５ 年 度 第 ４ ７ 回 沖 縄 県 中 体 連 夏 季 大 会 に お い て 長 嶺

中 学 校 が 島 尻 地 区 代 表 と し て は ２ ５ 年 ぶ り の 県 大 会 優 勝 を 果 た し た 。 ま た 、 沖 縄 県 中 学

校 （ U -1 4 ） サ ッ カ ー 大 会 で は 、 ４ 年 連 続 ３ 位 以 上 の 成 績 を 残 し て い る 。 選 手 全 体 を 見 る と

「ピースリ ーグ」「 トレセン 活 動 」「 八 千 代 遠 征 」 を経 験 した 選 手 達 が 高 校 に 進 学 し インターハ

イや高 校 選 手 権 に 出 場 し活 躍 する 選 手 が毎 年 増 え てき た 。

以 上 の 三 点 は 島 尻 地 区 中 学 校 サ ッカ ー 専 門 部 が 地 道 に 取 り 組 ん でき た 成 果 である 。その

結 果 、 「 選 手 の 競 技 力 の 向 上 」 「 指 導 者 の 指 導 力 の 向 上 」 、 「 保 護 者 か ら の 理 解 と 協 力 」

「トレーニングの 充 実 」等 が 上 げら れる 。 また 、 今 年 は J リーグのト ップチー ムが多 く 沖 縄 でキ

ャ ン プ を 実 施 し て く れ た こ と は 選 手 、 保 護 者 、 指 導 者 他 関 係 各 位 に 多 大 な る 良 い 影 響 を

与 え た 。 今 後 も サ ッ カー を 通 してよ り 良 い 生 徒 （ 選 手 ）の 育 成 を 目 指 し 、 人 間 性 を 高 め る島

尻 独 自 の 育 成 環 境 を整 備 し 発 展 させてい くこ とが大 切 であ る 。

最 後 に島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 と各 種 目 部 活 動 全 体 が 、今 ま で 以 上 に 発 展 し、 子 ど も

達 の未 来 に 向 け 活 躍 できる 環 境 をともに 創 り 上 げる 必 要 が あると 考 え ている 。
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                        「  感 謝  」

                                        地区野球専門部部長

                      氏名 座間味 栄行

こ の 度 、 島 尻 地 区 中 学 校 体 育 連 盟 が ４０ 周 年 記 念 を 迎 え ら れ まし たこ とを 、 心 より お 祝

い申 し 上 げ ます。

創 立 ４ ０ 周 年 を 迎 え る ことが 出 来 ました ことは 、 ひとえ に 会 長 は じめ、 中 体 連 役 員 、 先 生

がたの並 々なら ぬご 尽 力 の 成 果 と 存 じ上 げ ま す。 この 良 き 日 に 、 輝 かし い伝 統 を 持 つこの

島 尻 地 区 中 体 連 に 在 籍 し て い る こ と を 誇 り に 持 つ と と も に 、 今 の 自 分 を 振 り 返 り 、 こ れ か

らの決 意 を 新 たにしてい く 所 存 です 。

私 ご と で 恐 縮 で す が 、 思 い 起 こ せ ば １ ０ 年 前 初 め て の 学 校 現 場 が こ の 島 尻 地 区 で し

た 。 そ し て 、 こ の １ ０ 年 間 島 尻 地 区 中 体 連 野 球 専 門 部 に 携 わ っ て き ま し た 。 最 初 は 戸 惑

い や 不 安 な こ と だ ら け で し た が 、 先 輩 が た や 中 体 連 の み な さ ん に 支 え ら れ ３ 年 間 専 門 部

長 と し て こ こ ま で 頑 張 る こ と が で き ま し た 。 こ の 島 尻 地 区 の 理 念 、 風 土 、 信 頼 関 係 に 触 れ

ながら活 躍 の 場 をつ くって頂 き ました ことを心 か ら謝 意 を 申 し 上 げ ます。

また 、 当 島 尻 地 区 野 球 専 門 部 は、 先 の 沖 縄 県 新 人 大 会 優 勝 の 豊 見 城 中 学 校 をはじ

め 、 こ の １ ０ 年 間 で 県 大 会 優 勝 が １ ３ 回 （ ８ 校 ） を 数 え ま し た 。 今 後 も 野 球 専 門 部 、 島 尻

中 体 連 が 一 体 と なり 、 生 徒 の 健 全 育 成 を 願 い、 更 なる 資 質 の 向 上 を 図 る 為 、 研 鑽 研 究

を 重 ね て いき ま す 。 地 区 野 球 専 門 部 の な お 一 層 の 充 実 を 画 す こ と が 、 島 尻 中 体 連 の 方

への報 恩 と考 え てお ります 。

これ ま での、 地 区 中 体 連 や地 区 野 球 専 門 部 の伝 統 を 踏 襲 しつつ 、こ れからの 新 し い時

代 にあった特 色 ある 専 門 部 づ く りに邁 進 し 更 なる発 展 に 向 け 努 めて まいる 所 存 です 。

今 後 と も 、 よ り 一 層 ご 指 導 ご 鞭 撻 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、 島 尻 地 区 中 体 連 様

がたのご健 勝 とご 多 幸 をお祈 りし 、 挨 拶 と させ て頂 きます 。

  



                        

                                  

「 島中体連４０年を振り返って 」

                                        地区野球専門部顧問

                      氏名 玉那覇 勝己

４ ０周 年 おめ でと うござい ます 。

定 年 の 年 か ら 、 野 球 専 門 部 の 顧 問 と し て 若 い 先 生 方 と 一 緒 に 、 試 合 終 了 後 の 懇 親 会

に も 参 加 さ せ て も ら い 、 楽 し い １ ０ 年 で し た 。 ２ ０ 周 年 、 ３ ０ 周 年 、 そ し て ４ ０ 周 年 の 記 念 と し

て寄 稿 できる ことを光 栄 にお もいま す。

不 思 議 な こ と に 、 初 任 の 兼 城 中 学 校 に 赴 任 し た 時 か ら 合 併 の 話 し は あ り 、 知 念 中 学

校 に 赴 任 し た 時 、 知 念 地 区 と 糸 満 地 区 が 合 併 し て 島 尻 地 区 と な り 、 そ の 後 、 与 那 原 中

学 校 を 経 て 、 南 風 原 中 学 校 で １ ０ 周 年 を 迎 え た が 、 式 典 は 開 催 で き ず 、 ２ 年 後 離 島 の

慶 留 間 小 中 学 校 で ２年 、 本 島 の 大 里 中 学 校 で５ 年 、三 和 中 学 校 ３ 年 目 で ２ ０周 年 を 迎

え た が 、 １ ０ 周 年 記 念 を 開 催 し て い な い た め 、 ２ ０ 年 分 の 資 料 集 め は 苦 労 し ま し た 。 特 に

表 彰 規 定 は 大 変 苦 労 し ま し た 。 式 典 が 終 わ っ たそ の 年 か ら 、 他 地 区 交 流 で 、 中 頭 地 区

の 西 原 東 中 学 校 で 、 ３ 年 の 勤 務 、 そ の 後 、 初 任 校 だ っ た 兼 城 中 学 校 へ ２ 度 目 の 赴 任 、

教 え 子 の 子 供 たちを 指 導 し 、 ３ 年 後 、 東 風 平 中 学 校 の ２ 年 の 勤 務 を 経 て 、 豊 見 城 中 学

校 へ 、 そ し て 定 年 を 迎 え た 年 に 、 ３ ０ 周 年 記 念 を 開 催 、 １ ０ 年 後 の 今 回 の ４ ０ 周 年 で す 。

私 の 教 職 人 生 の 節 目 、 節 目 に 迎 え た 周 年 記 念 、と ても 感 慨 深 い もの で す。 さら に、 今 回

の 式 典 で 長 年 に 渡 る 外 部 コ ー チ と し て 表 彰 を 受 け た 兼 城 中 学 校 野 球 部 コ ー チ の 大 城

哲 夫 君 は 、 初 任 校 で の 最 初 の 教 え 子 で あ り 、 ２ 度 目 の 赴 任 の 時 、 少 年 野 球 の 監 督 を し

て い る の を 無 理 言 っ て コ ー チ に 就 い て も ら い あ れ か ら １ ７ 年 間 も 頑 張 っ て く れ ま し た 。 お め

でとう 。そして、 ありがと う。

今 後 の島 中 体 連 の 団 結 、 発 展 を願 い 、また ５０ 周 年 にも 参 加 したい ものであ る。

「好 きな 野 球 が 出 来 」

「好 きな 野 球 を 教 え 」

「好 きな 野 球 で 苦 労 しても 」

「やはり 我 が人 生 野 球 な り」

  









                        

                                  

「 柔道への感謝 」

                                         島尻地区柔道専門部 専門部長

                                 南風原町立南風原中学校

                     氏 名   小 川 浩

私 が沖 縄 で教 員 になって１３年 になります。初 任 校 が糸 満 市 立 西 崎 中 学 校 で、

柔道部は糸満市内の小学校からの柔道経験者が入学し、県 でもトップクラスの力を

持 つ柔 道 部 でした。私 自 身 、小 学 校から大 学 まで柔 道 を続 けた経 験から中 学 生 と

一 緒 に汗 を流すことに楽 しさや喜 びがありました。その上 、毎 年 夏には九 州 大 会 や

全 国 大 会 に行 く機 会 をいただき、全 国 トップレベルの柔 道 を見 ることができたことも

本当に感謝しきれないことだと思います。

５年 前 から島 尻 地区 の柔 道 専 門部 長 を任 され大会 を運 営 してきました。私 が沖

縄に赴任した当時は、柔道 部のある中学 校が島 尻地区に７校ありましたが、現在は

４校 まで減ってしまいました。理由 の一つに柔道 専門 の教師 や指導 者の少なさがあ

ります。これから若 い指 導 者 が教 え子 たちから育 ってくれることを祈 りながら島 尻 地

区の柔道活性化に少しでも役立つよう精進していこうと思っています。



                        

                                  

「 南風原中学校柔道部の顧問として 」

                                 南風原町立南風原中学校

                     教 諭   宜野座 諭

南風原中学校の柔道部顧問となって、約２年が過ぎようとしている。

初 めて出 会った柔道 部員の印象は「気は優しくて力 持ち」のことばの似合 う部 分

と、少々やんちゃな部分を併せ持ったとても元気な生徒たちであった。

多 数 の部 員 の毎 日 の稽 古 は、早 朝 のトレーニングから始 まり、放 課 後 の稽 古 で

仕 上 げる。柔 道の稽 古は危 険が伴うため、常にコーチがついて活動 することが柔 道

部の決まりごととして浸透している。そのような毎日の稽古を継続してきた彼らの実績

は素 晴 らしく、現 在 島 尻 地 区 夏 季 大 会 を７連 覇 。島 尻 地 区 新 人 大 会 を６連 覇 し、

沖 縄 県 中 学 校 夏 季 大 会 においても６連 覇 中 である。部 員 は３年 生 ９名 、２年 生 １１

名 、1 年 生 １３名の計 ３３名 の大所 帯 である。武道場 も手 狭 となり、満足 のいく稽 古

時間を確保するのも難しくなってきた。

しかしながら、九州 大会や全国 大 会に出場 し、勝利 するという目標を達成 するた

めにも妥 協せず一歩 一歩精 進を重ねて、少しでも彼らの活躍に寄与 できるように保

護者会の協力を得ながら見守っていきたい。



                        

                                  

「 中学校３年間で柔道から学んだこと 」

                                 南風原町立南風原中学校

                                 ３ 学 年 柔 道 部 主 将  

                     氏 名   野 原 寛 至

僕が中学 校３年間 で柔道を通して学んだことは、「努力すると必ず報われる」とい

うことです。

僕が所属する南 風原中学 校柔道部は、毎日朝 ５時半から朝練をし、午後は２時

間程度練習をします。つらい練習ですが、みんなが一つになって日々努力を続 けて

きました。

その努 力の甲 斐あり、今年の春に出 場した全 国レベルの大 会 で全 く力が出せず

に大 差 で負 けた学 校 に、夏 の全 国 大 会 ではみんなが自 分 の柔 道 をしっかりやり、

100％の力 を出 して戦 うことができました。負 けはしましたが、みんな悔 いはなかった

です。それは、みんな今まで努力してきたことを全 て出し切ったからです。でも負けた

ということはまだまだ努 力 が足 りなくて、相 手 の方がもっと努 力 してきたんだなと思 い

ました。

この負けを忘れることなくバネにし、高校では日々努力していきたいと思いました。

この 3 年間で何ものにも変えられない大切なことを柔道から学ぶことができました。



平成 17年度～ 26年度の県夏季総体・県新人大会成績および九州・全国大会出場校

県夏季総体 県新人大会 九州大会出場 全国大会出場

平成 17年度 【女子団体３位】
伊良波中学校

平成 18年度

平成 19年度

平成 20年度 【男子団体３位】
南風原中学校

【女子団体４位】
南風原中学校

平成 21年度 【男子団体準優勝】 【男子団体２位】 【男子団体】
南風原中学校 南風原中学校 南風原中学校

【男子団体４位】
豊見城中学校

【女子団体３位】
南風原中学校

平成 22年度 【男子団体優勝】 【男子団体３位】 【男子団体】 【男子団体】
南風原中学校 南風原中学校 南風原中学校 南風原中学校

【女子団体３位】 【女子団体優勝】
南風原中学校 南風原中学校

【女子団体４位】
豊見城中学校

平成 23年度 【女子団体準優勝】 【男子団体３位】 【女子団体】
南風原中学校 南風原中学校 南風原中学校

【女子団体優勝】
南風原中学校

平成 24年度 【女子団体３位】 【男子団体準優勝】 【女子個人】 【女子個人】
南風原中学校 長嶺中学校 松門由姫（南風原中） 松門由姫(南風原中)

【女子個人優勝】 【女子団体準優勝】 浦崎莉佳（南風原中） 浦崎莉佳（南風原中）
松門由姫(南風原中) 南風原中学校 川井麻美（南風原中）
【女子個人準優勝】
浦崎莉佳（南風原中）
【女子個人３位】

川井麻美（南風原中）

平成 25年度 【男子団体優勝】 【女子団体３位】 【男子団体】 【男子団体】
長嶺中学校 伊良波中学校 長嶺中学校 長嶺中学校

【女子団体３位】 【男子個人】 【男子個人】
南風原中学校 仲本美麗（長嶺中） 仲本美麗（長嶺中）

【男子個人準優勝】 比嘉（長嶺中）
仲本美麗（長嶺中） 大城（長嶺中）
【男子個人３位】
比嘉（長嶺中）
大城（長嶺中）

平成 26年度 【女子団体準優勝】 【男子団体３位】 【女子団体】
伊良波中学校 伊良波中学校 伊良波中学校

【女子団体３位】
伊良波中学校



２０１３年 県夏季総体優勝（長嶺中学校男子）

２０１０年 県夏季総体優勝（南風原中学校男子）



島尻地区剣道の競技力向上と底辺拡大

剣道専門部長

仲 間 大 輔

平成１９年、中頭地区の与勝中学校から南風原中学校に赴任すると同時に、島尻地区の

剣道専門部長を引き受けました。それまでは、中頭地区で中体連に関わっておりました。

私自身の地元である南風原中学校、そして島尻地区で貢献できることに喜びを感じながら、

専門部長という大役に挑んだことを覚えております。

○赴任当時（平成１９年）の島尻地区剣道の現状と底辺拡大

当時の島尻地区剣道は、団体戦出場チームが男女とも５校程度であり、剣道人口は極め

て少ない状況にありました。外部コーチである外間さんのもとで稽古を積んでいた東風平

中学校が孤軍奮闘している状況でした。私が赴任した南風原中学校も部員は数名であり、

武道場は、野球部が土足で入り練習をしており、赤土で床が痛んでいました。

島尻地区には、小学校を対象とする「少年剣道クラブ」がいくつかあります。南城市の

「玉泉剣道クラブ」「錬磨会」、与那原町の「若駒励心会」、南風原町の「津嘉山剣道クラ

ブ」、豊見城市の「豊見城少年剣道クラブ」などがありました。しかし、受け皿となる中

学校には剣道経験者である教員がおらず、外部コーチに頼る状況でした。剣道人口の底辺

拡大を急務と考え、南風原中学校区内の小学生を対象に「黄金森剣道クラブ」を立ち上げ、

中学生と一緒に週３回の稽古を行いました。毎年、黄金森剣道クラブの卒業生達が入部し、

南風原中学校の部員数は大幅に増加し最大３０名以上になりました。黄金森剣道クラブの

指導者には、仲村兼義（教師七段・全日本選手権出場）・仲村兼一（五段・インターハイ

出場）下地博文（五段）・外間香識（五段）など地元南風原町のメンバーが精力的に後輩

指導に努めてくれました。現在も黄金森剣道クラブは活動しており、南風原中学校と密接

な関係にあります。底辺拡大のためには、「地域との連携」「少年剣道クラブとの合同稽

古」「小中連携」が必要不可欠であると感じました。人数が確保できれば、部内で「競争」

が生まれます。指導者が子ども達を刺激すれば、競技力が向上していくと思います。

○競技力向上（全中出場を目指して）

島尻地区の剣道競技力。県大会において、個人戦での上位入賞はありますが、団体戦で

は、結果を残すことができない状況でした。専門部長になった平成１９年頃は、個人戦・

団体戦ともに厳しい状況にありました。私が、まず目標としたことは、夏の全国大会へ団

体戦で出場することを挙げました。島尻地区から夏の全国大会に出場したチームがこれま

で１校もありませんでした。

平成２０年から南風原中学校が力を付けてきました。男子団体で１年生チームでありな

がら、県新人大会３位の快挙。平成２１年、県夏季大会で男子団体準優勝、平成２２年、

念願の県夏季大会優勝。８月には、島尻地区初の全国大会団体出場を成し遂げることがで

きました。当時の南風原中学校が全国大会に出場できた背景には、充実した指導者陣の他、

ライバル校の存在もありました。小学校教諭である井上慶先生が外部コーチを務める豊見

城中学校です。島尻地区の決勝戦では、南風原中学校と豊見城中学校が熱戦を繰り広げま

した。お互いに切磋琢磨したことが、競技力向上につながったと考えます。島尻地区の剣

道部は、初心者を主体としたチームが多く、小学校からの経験者が多く入部する那覇地区



や中頭地区と対抗するためには、徹底的に初心者を鍛える必要がありました。また、島尻

地区では、毎月第一土曜日に指導者の稽古会を実施し、「師弟同行」「率先垂範」をモッ

トーに努力しました。そういったことが、全国大会出場につながったと考えます。

平成２５年には、長嶺中学校が島尻地区で２度目の男子団体戦において全国大会出場を

成し遂げます。外部コーチの大城明博さんと当時那覇高校教諭であった大浦勲先生が生徒

達を鍛え上げておりました。県大会の団体戦決勝では、石田中学校を僅差で破り、個人戦

においては、ベスト４中、３人が長嶺中学校という快挙でした。

平成２０年からは、南風原中学校、長嶺中学校、伊良波中学校、豊見城中学校が、県夏

季大会、県新人大会でベスト４以内に入賞するなど、実力がついております。この７年間

で県夏季大会優勝２回、県新人大会優勝２回、準優勝７回、３位８回。これまで、那覇地

区や中頭地区に独占されていた状況を一変し、島尻地区からの上位入賞が非常に多くなっ

ております。

○現在の島尻地区剣道

南風原中学校と伊良波中学校の２校が部員数、指導者陣ともに充実しており力がありま

す。現在、伊良波中学校が県大会で上位入賞している。平成２６年度は、女子団体が県夏

季大会で準優勝。県新人大会では、男女とも３位入賞しました。去る３月に行われた全国

選抜中学校剣道大会では、各県の１位校相手に堂々とした戦いをしていました。島尻地区

のみならず、沖縄県全体の中学生に共通していえることは、「県外遠征」の経験が浅すぎ

るということです。九州・全国では、毎週のように県外遠征を実施し、県をまたいで切磋

琢磨しています。沖縄県の場合、遠征費や時間の関係で容易ではありません。今年の１１

月、その経験の浅い部分を補い、技術向上を目的として、全国大会出場常連校で、今年度

の九州大会個人２位選手を輩出した鹿児島城西中学校を招聘しました。名将永田崇博先生

による「実技指導」「指導理念」等を３日間に渡り、徹底的に学ぶ機会を設けました。伊

良波中学校父母会が全面協力して頂きました。技術向上だけではなく、生活面や父母会の

在り方など多くのことを学ぶことができます。今回は、伊良波中学校単独で実施しました

が、今後、島尻地区の中学生全体を巻き込んでみるのも面白いと思います。

○後輩の指導と指導者育成

この１０年間、島尻地区出身で高校・大学・一般等で活躍している選手は多くいます。

屋富祖俊貴（南風原中→那覇高→県警）、城間太一（南風原中→那覇高→東海大）は高校

でもインターハイに出場し将来が期待されています。伊禮聖人（南風原中→那覇高→県警）

は、中学校時代に陸上（砲丸投げ）でも県大会１位の記録を残しています。大浦祐太（長

嶺中→小禄高）は、今年度、１年生ながら県総体２位になり力があります。このような島

尻地区出身の選手が、今後、指導者として地元に戻り、後輩の指導になることが競技力向

上の近道であると考えます。県外では、このようなサイクルが見事に構築されており、長

期に渡って、強さを保持していると思います。公立中学校の教員は転勤があるため、５年

間が節目です。指導者が変わり、突如として力を落とす学校・チームもあります。県外も

転勤の節目は５年程度ですが、１０年・２０年と強い地域があります。それは、後輩を育

て、指導者として地元に戻るというサイクルがあるからです。

指導者として、選手の技術向上だけでなく、剣道の理念を追求しながら、教師として地

元に戻ってくるような選手の育成をしていくことが、島尻地区中体連剣道専門部として、

一番大切であると感じます。



南風原中学校剣道部（黄金森剣道クラブ）外部指導者として

南風原中学校剣道部（黄金森剣道クラブ）
外部コーチ
下地 博文

島尻地区中体連４０周年、おめでとうございます。ここに記念誌が発行されますことを心からお祝い申し上げま

す。

私は、南風原中学校剣道部の外部指導者として、指導のお手伝いをさせていただいております。同時に黄金

森剣道クラブの指導者としても活動しております。黄金森剣道クラブは南風原中学校の剣道場で活動してお

り、現在小学五年生男子、小学四年生男子がそれぞれ二人、小学三年生女子、小学二年生女子がそれぞれ

一人、そして小学一年生女子が三人おり、計九人の児童が稽古に参加しています。今年で八年目を迎えます

が、これも、校長先生をはじめ、先生方、父母会のご理解とご協力があってのことだと感じております。

このような立場で指導させていただくことになったのは、当時南風原中学校剣道部の顧問であった仲間大輔

先生からのお話がきっかけでした。仲間先生と私は同期で南風原中学校の卒業生でもあり、赴任された年から

稽古に参加するようになりました。稽古後によく話をしていたのは、剣道を通して南風原町を盛り上げたい、島

尻郡を盛り上げていきたいという熱い思いでした。そのためには、剣道人口の底辺拡大から始めなければという

思いから、黄金森剣道クラブが発足されました。私は、その情熱に何とか力になれないかと考え、仲間先生の

下で指導のお手伝いをするようになりました。

仲間先生の情熱の他に、もう一つ私が期待していたことがありました。それは、指導法です。南風原中学校に

赴任される前は、与勝中学校で顧問をされ、県大会で剣道部を優勝させるなどの実績がありました。与勝中学

校は当時剣道部員がおらず、初心者を集めて部活を始めたと聞いていました。その生徒たちを県大会優勝に

まで導いたことにとても興味がありました。

私の中で剣道というものは、小学生のころから経験しておかないと、反射神経や運動能力などが身に付かなく

なるのではという考えがありました。また、中学校から始めると指導の内容によっては、細かすぎて生徒が難しく

感じてしまい、理解に苦しむ場面が出てきやすいのではという感覚がありました。

しかし、仲間先生は細かい指導よりもまず、剣道が楽しいと思わせることに重点を置いていました。そして、生

徒とともに稽古をしていく中でもっと上達したい、もっと強くなりたいと思わせる環境を創り上げていることが分か

りました。このような指導は、剣道に限らず子どもたちを成長させていく中で最も基本的なことではないかと感じ

ました。そのことを学ぶことが出来た私は、仲間先生の指導方針をしっかりと理解することに努め、指導に携わ

ることができました。今後も、コーチという立場から顧問の先生との連携を深めながら子どもたちの健全育成に

努めていきたいと考えています。



剣道を通して

那覇高等学校

伊 禮 聖 人

はじめに、中体連創立４０周年おめでとうございます。そして、このような節目の年に

剣道についてお話をする機会をくださりありがとうございます。

私は、兄や姉の影響もあり、小学校２年生から剣道を始めました。小学校の頃の私は、

そんなに真剣に剣道をしているわけでもなく、大会に出場しても１，２回戦で負けていま

した。そんな私が本気で剣道をやり始めたのは中学校に入学してからでした。

私は小学校の先輩がいたということもあり南風原中学校に入学しました。その時も私は

軽い気持ちで剣道をやろうとしていました。しかし、入部し、初めて練習に参加した時に

いままでに経験したことのない厳しさを経験し私はいままで自分にどれだけ甘かったのか

を気付かされました。また、それと同時に本気で優勝を目指している先輩方や顧問の仲間

先生を見て、私ももっと強くなって優勝したいと思いました。

私が３年生になり、迎えた最後の大会。去年先輩方は見事優勝し、全国大会に出場して

いました。私達も２連覇を目指して大会に挑みました。しかし、結果は予選リーグ敗退。

目標を達成できなかったと同時に、いままでにあじわったことのない悔しさを感じました。

高校では、もっと強くなりたいと思い、那覇高校に進学することにしました。入学して

すぐに、私は上段という構えをとることにしました。私は自分が強くなるにはこの構えし

かないと思い、ひたすら竹刀を振り続けました。そして私達の代になり、迎えた一月の冬

季大会では、優勝することができ、春の全国大会に出場することができました。その時に

私は今まで諦めずに続けて良かったと思い、努力が報われた気がしました。しかし、それ

から約五ヶ月後のインターハイ予選では、予選トーナメントで負け、インターハイ出場は

できず、私の高校剣道が終わった瞬間でした。

最後の大舞台では結果を残すことはできませんでしたが、私はこれまでの経験から多く

の事を学ぶ事ができました。また、今の自分があるのは、恩師の先生方や支えあった仲間、

いつも見守ってくれる親のおかげだと思います。皆さんもその方達への感謝の心を忘れず、

たとえ今結果を残せていなくても、諦めずに努力し続けてください。そうすればきっと目

標を達成できる日は来ます。

私はこれからも剣道を続け、活躍できるよう頑張ります。皆さんも自分の目標に向かっ

て頑張ってください。



剣道で学ぶ

小禄高等学校

大 浦 佑 太

島尻地区中体連４０周年おめでとうございます。私は、長嶺牛学校を昨年卒業しました。

中学校入学と同時に剣道部を立ち上げ、男子７名・女子１名からのスタートでした。その

際、島尻地区の先生方には、大会や講習等などでご指導を頂き大変お世話になりました。

当初は、思っていた以上に学校生活と部活動の両立が大変で慣れるまでは心身共にきつか

った事を覚えています。

私達は、島尻地区から全国大会に出場するという目標のもと皆で日々の厳しい稽古も励

まし合いながら頑張っていました。３年生の県中体連では島尻代表として優勝することが

できました。これまでの事が実った気がして本当に嬉しかったです。その時、ご指導して

下さった先生方、支えてくれた父母の方々、一緒に頑張った仲間達のお陰だと感謝の思い

があふれてきました。

私は現在小禄高校剣道部で全国大会出場を目標にそこで沖縄の歴史を変える実績を作れ

るような剣士になる為に仲間と共に日々鍛えてもらっています。頑張れる事を見つけてく

れた剣道。その環境を頂いた島尻地区中体連には感謝の思いでいっぱいです。



（ 空 手 道 競 技 ）

☆夏季大会（第３１回～４０回）

回数 年 度

男 子 女 子

優勝校

（指導者名）

準優勝校

（指導者名）

優勝校

（指導者名）

準優勝校

（指導者名）

３１ 平成１７年度
具志頭中学校

（宮里文輝）

久高中学校

（宮里康矢）

長嶺中学校

（當銘初子）

具志頭中学校

（宮里文輝）

３２ 平成１８年度
久高中学校Ａ

（下地貴之）

具志頭中学校Ｂ

（網敷昌弥）

久高中学校

（下地貴之）
なし

３３ 平成１９年度
具志頭中学校

（網敷昌弥）

西崎中学校
なし なし

３４ 平成２０年度
具志頭中学校Ａ

（網敷昌弥）
なし

南星中学校Ａ

（久志奈美子）

南星中学校Ｂ

（久志奈美子）

３５ 平成２１年度
高嶺中学校

（比嘉正晃）

南風原中学校

（山城恵子）

南星中学校

（下地早苗）

玉城中学校

（平良 司）

３６ 平成２２年度
高嶺中学校

（比嘉正晃）

長嶺中学校

（知念紀子）

長嶺中学校

（知念紀子）

兼城中学校

（佐久本美穂）

３７ 平成２３年度
高嶺中学校

（野村朝昭）

南風原中学校

（赤嶺直子）

長嶺中学校

（名嘉眞千枝美）

南星中学校

（城間智恵子）

３８ 平成２４年度
南風原中学校

（大城雅子）

大里中学校

（吉本 茂）

南星中学校

（金城五十鈴）

長嶺中学校

（横田純子）

３９ 平成２５年度
伊良波中学校

（亀川善久）

長嶺中学校

（横田純子）

長嶺中学校

（横田純子）

伊良波中学校

（亀川善久）

４０ 平成２６年度
伊良波中学校

（亀川善久）

南風原中学校

（奥田聡子）

伊良波中学校

（亀川善久）

長嶺中学校

（備瀬みずの）

※平成 20年度以前は、団体形の優勝校に優勝旗を授与。

※平成 21年度以降は、競技別に得点を与え総合優勝校に優勝旗を授与。



九州大会出場校、県大会・県強化大会成績【空手道専門部】

【九州中体連大会出場】

大 会 名 選手名（学校） 種 目

平成 18年度 第 2回九州中学校空手道競技大会

具志堅 夏美（高

嶺）
女子個人形

金城 和（長嶺） 女子個人組手

平成 24年度 第 8回九州中学校空手道競技大会 仲村渠雄大（大里） 男子個人組手

【県中体連夏季大会】

大 会 名 選手名（学校） 種 目 成績

平成 21年度 第 12回沖縄県中学校空手道競技大会 伊藤奈菜（兼城） 女子個人組手 3位

平成 24年度 第 15回沖縄県中学校空手道競技大会
仲村渠雄大（大

里）
男子個人組手

3位

【県新人大会】

大 会 名 選手名（学校） 種 目 成績

平成 18年度 第 9回沖縄県中学校新人空手道競技大会
金城 和（長

嶺）
1年女子個人組手

優勝

平成 20年度 第 11回沖縄県中学校新人空手道競技大会
伊藤奈菜（兼

城）

1年女子個人組

手

3位

平成 21年度 第 12回沖縄県中学校新人空手道競技大会
前泊喜一郎（長

嶺）

3位

平成 23年度 第 14回沖縄県中学校新人空手道競技大会
照屋夏凜（長

嶺）
2年女子個人形

3位

平成 25年度 第 16回沖縄県中学校新人空手道競技大会

仲村渠湖雪（大

里）
1年女子個人組手

優勝

當山竜生（伊良

波）
1年男子個人組手

優勝

平成 26年度 第 17回沖縄県中学校新人空手道競技大会

川村真太郎（伊良

波）
1年男子個人形

2位

宮平秀人（伊良波）

2年男子個人形 3位

2年男子個人組

手

3位

玉城優弥（高嶺）
2年男子個人組

手

3位

伊良波中学校 男子団体組手 優勝

【県強化大会】



大 会 名 選手名（学校） 種 目 成績

平成 20年度 第 1回沖縄県中学校春季空手道競技大会
伊藤奈菜（兼

城）

1年女子個人組

手

2位

平成 21年度 第 2回沖縄県中学校秋季空手道競技大会
平良拓巳（豊見

城）

3位

平成 24年度 第 5回沖縄県中学校春季空手道競技大会
照屋夏凜（長

嶺）
代表女子個人形

3位

平成 24年度 第 5回沖縄県中学校秋季空手道競技大会
仲村渠雄大（大

里）

2年男子個人組

手

2位

平成 25年度 第 6回沖縄県中学校春季空手道競技大会
仲村渠湖雪（大

里）

1年女子個人組

手

優勝

平成 25年度 第 6回沖縄県中学校秋季空手道競技大会

仲村渠湖雪（大

里）

1年女子個人組

手

優勝

當山竜生（伊良

波）

1年男子個人組

手

優勝

平成 26年度 第 7回沖縄県中学校春季空手道競技大会
當山竜生（伊良

波）
代表男子個人組手

2位

平成 26年度 第１回全国中学校空手道選抜沖縄県予選大会

川村真太郎（伊良

波）
1年男子個人形

優勝

當山竜生（伊良

波）
2年男子個人組手

優勝



                        

                                  

「空手道専門部長としての１０年間」

空手道競技 専門部長

平良 司

私が空手道競技の専門部長になるきっかけとなったのは、ちょうど 10 年前の「地区中

体連 30 周年記念式典」でした。式典の余興で空手の演武を頼まれ、その余興を見た当時

の理事長であった友利忠司先生の目にとまりました。当時は友利先生が空手道の専門部長

を代行していたため、式典の数日後には専門部長をやってくれないかとの依頼がありまし

た。中学校の補充教員１年目を終えようとしていた時期でもあり、大きな不安を感じなが

らも、本地区の空手道競技の継続に寄与できたらという思いで引き受けました。

そのような形で島尻地区の空手道競技を担当することになったものですから、右も左も

よくわからない状況で、県中体連空手道専門部の先生方の指示を仰ぎ、引率の先生方の協

力も得て、何とか初めての大会運営を乗り切ったことを覚えています。

中学校現場においては、空手道競技の指導者はほとんどおらず、部活動として空手道部

を置く中学校は県全体を見渡しても皆無に等しいものがあります。同時に、他競技と比べ

競技人口は少ないと言わざるを得ません。それは、沖縄県における空手道場の方針が競技

としての側面よりも、空手道発祥の地を由来とする伝統文化としての側面が大きいことと

関係します。特に島尻地区においては、そのような方針を掲げる空手道場が多いことが特

徴的であり、それは本地区の競技性の低さや競技人口の少なさとも関係してきました。

しかしながら、ここ数年は伊良波中学校が県レベルの大会において上位に食い込みを見

せています。私が専門部長を引き受けたころに比べると、島尻地区の選手も競技レベルが

徐々に向上し、本地区内における競技としての空手道の浸透を感じさせます。

また、昨年はＷＫＦのプレミアリーグが県内で初開催され、県出身選手の国内外におけ

るめざましい活躍が新聞紙面を飾るなど、空手道の競技性に対する認知が深まりを見せて

います。このような状況が、島尻地区で空手道を志す中学生にとって、少しでも自信と誇

りを持たせてくれるものであると期待します。



                        

                                  

「島尻地区空手道競技を振り返って」

                                       空手道専門部        

（伊良波中学校外部コーチ）

                      仲本 雄一

島 尻 中 体 連 4 0 周 年 、 誠 におめ でとうご ざいま す。心 より お祝 い 申 し 上 げま す。

私 が島 尻 中 体 連 空 手 道 競 技 に 携 わったのは、今 から 1 5 年 程 前 にな ります 。その間 、 選 手

を輩 出 できない時 期 もあ りま したが、 何 かと長 く 空 手 道 競 技 を見 てき ました 。当 時 から、島

尻 地 区 での 空 手 道 競 技 は歴 史 があり 、離 島 である久 高 島 な どからも選 手 が出 場 していた

のを覚 え ております 。

ここ沖 縄 において、 空 手 道 は、 スポーツ 競 技 と いうより、 伝 統 文 化 的 な側 面 が強 く 、特 に 島

尻 地 区 空 手 道 競 技 、 形 競 技 に関 して は、伝 統 的 な 古 流 の 形 を目 にする ことができ ました 。

しかし、ルー ルで 定 められた 競 技 形 と 伝 統 形 の狭 間 において 、島 尻 地 区 の選 手 が県 大 会

で勝 ち 上 がるのは容 易 では なかったことを記 憶 しております 。 又 、 組 手 競 技 に 関 して 、 生 徒

たちは、それぞれ 地 域 の 町 道 場 に 通 っている子 供 たち が 殆 どで 、スポー ツ競 技 化 した空 手

道 、 競 技 ル ールの指 導 を受 ける 環 境 が現 在 ほど整 っておりま せんでした 。そのため、 組 手

競 技 に 関 しては、 那 覇 地 区 、中 頭 地 区 に 遅 れをとっていたように思 い ます。

現 在 、島 尻 地 区 空 手 道 競 技 もレベル アップが 図 られ、 組 手 競 技 に関 しても、 随 分 と成 長

してきたように感 じます 。空 手 道 競 技 は 202 0 年 のオリン ピック 正 式 種 目 入 りに 向 けて 各 協

力 団 体 とも 一 致 団 結 し 活 動 しており ます。 島 尻 地 区 中 体 連 から も空 手 道 競 技 に 限 らず、

オリンピ ック選 手 輩 出 とい う高 い 目 標 を もつこ と で、 子 供 たちの 競 技 力 向 上 は勿 論 のこと 、

指 導 者 資 質 の向 上 にも つながるのではないで しょうか 。 島 尻 地 区 中 体 連 40 周 年 記 念 、こ

れも 偏 に島 尻 地 区 中 体 連 の 発 展 と 成 長 にご 尽 力 頂 いている 関 係 者 各 位 による賜 物 であ

ります 。心 より 感 謝 申 し 上 げ ます。私自身、これからも地域の子供たちに関わりながら、指

導力向上を図り、微力ではございますが、島尻地区中体連の更なる発展、躍進のお手伝い

ができればと願っております。



                        

                                  

  

「空手道を通しての経験 」

空手道競技 兼城中学校卒業生

伊 藤 奈 菜

私は小学生の頃から空手を始めました。中学生の頃は空手道部が学校になかったため、

道場に通い練習をしました。しかし、道場には練習相手がいなかったため、基本練習をす

ることしかできませんでしたが、周りのサポートや支えがあり中体連の大会では成績を残

すことができました。そのおかげで空手の有名な高校にも進学することができ、初めて部

活動として練習することが出来ました。

高校３年間では先輩や先生から多くのことを学ぶことができ、またキャプテンをしたこ

とで人との関わり方や周りを見ることが出来るようになりました。高校の３年間は時間に

追われ大変で辞めたいときもありましたが、みんなで遠征に行ったり、きつい合宿練習が

今ではいい思い出になっています。私は空手を通して、多くの人との知り合うことができ

様々な経験をすることが出来ました。

現在は大学の空手道部に入っています。勉強が忙しいためになかなか練習が出来ていま

せんが、好きな空手は続けていきたいと思います。



歴 代 専 門 部 長

競技名（ 体操・新体操 ）

西 暦 年 号 専門部長名 学校名

２００５年 平成１７年 安里 順一 高嶺中

２００６年 平成１８年 津波古 要 玉城中

２００７年 平成１９年 〃 〃

２００８年 平成２０年 〃 〃

２００９年 平成２１年 〃 〃

２０１０年 平成２２年 〃 〃

２０１１年 平成２３年 〃 〃

２０１２年 平成２４年 〃 〃

２０１３年 平成２５年 〃 佐敷中

２０１４年 平成２６年 〃 〃

（ 安里 順一 ）    （ 津波古 要 ）

平成 17年      平成 18～26年



                        

                        

「陸上競技の現状と課題」

                                           陸上競技専門部長

                      氏 名     大城   忍

第 ５６ 回 沖 縄 県 中 学 校 陸 上 競 技 大 会 に おい て、男 子 ２ 位 、 女 子 ４位 、 総 合 ２ 位 と いう

決 果 であった 。島 尻 地 区 中 体 連 ４０ 周 年 の中 で完 全 優 勝 は ２回 、 総 合 優 勝 ４ 回 で ある。

年 々 、 球 技 種 目 が 盛 ん にな って いる 反 面 、 陸 上 競 技 部 を 持 たな い 学 校 が 大 半 で あ る

本 地 区 で は あ る が 、 毎 年 の よ う に 県 大 会 に お い て 上 位 を 競 い あ え る 力 を 維 持 し て い る 現

状 を考 え てみた 。

① 年 間 を 通 し 陸 協 や 中 体 連 主 催 の 競 技 大 会 に 参 加 さ せ 、 経 験 を 積 ま せ て 記 録 向

上 に努 めて いる。

② 地 区 陸 上 大 会 に 向 け て 各 学 校 体 育 教 師 を 中 心 に 全 教 師 の 理 解 や 協 力 を 得 て 、

部 活 動 と 並 行 させながら 取 り 組 んでい る。

③ 地 区 大 会 は 唯 一 島 尻 地 区 の 生 徒 が 集 い 、 応 援 で き る 大 会 で あ る 。 立 派 な 運 営 と

競 技 に 対 す る 各 学 校 の 取 り 組 み や 統 制 の と れ た 応 援 、 そ し て 競 争 心 は 他 の 地 区 に

負 けないほど 盛 り 上 がる 素 晴 らしい 大 会 である 。

など大 き く３ つを取 り上 げてみた。

し かし 、 現 実 には 毎 年 １ 回 の 地 区 大 会 や 陸 上 競 技 の 指 導 に ついては 様 々な 問 題 点 や

課 題 を 抱 え て お り 、 理 事 や 関 係 者 を 中 心 に 試 行 錯 誤 し な が ら 組 織 の 強 化 や 競 技 力 の

向 上 を 図 ってきた。そ こで 今 後 の課 題 や 問 題 点 をあげてみたい 。

① 地 区 陸 上 大 会 に お いて 企 画 、 運 営 、 競 技 種 目 の 見 直 し など 。 ま た、 県 陸 協 、 島 体

協 、 糸 体 協 等 の支 援 に 頼 っているので 審 判 員 の育 成 や 講 習 会 に 重 点 を 置 きたい 。

② 九 州 大 会 や 全 国 大 会 に １人 でも 多 く派 遣 さ せ、上 位 入 賞 できる 選 手 の育 成 。

③ 陸 上 競 技 専 門 部 を 充 実 させ、 地 区 の競 技 力 向 上 や 発 展 に 努 める 。…など である 。

以 前 に 比 べ て さ ら に 下 火 に な っ て い る 競 技 で あ り 、 沖 縄 県 全 体 が 競 技 人 口 低 下 の な

か島 尻 地 区 の 競 技 力 は 、そ のま ま 維 持 して お り ますの で 、 先 輩 方 が 築 き 上 げた ことを しっ

かり受 け 継 ぎ、 さらに発 展 させて いきたい。

最 後 に 島 尻 地 区 中 体 連 の 結 成 以 前 か ら 先 輩 方 の た ゆ ま ざ る 御 尽 力 の も とに 、 今 日 ま

で充 実 、 発 展 させ たことに 感 謝 いたし ます。



           「出会いに感謝」

                                    H15 長嶺中学卒－那覇西高－日本体育大学

                    外間 龍

  

島尻地区中体連創立４０周年おめでとうございます。心からお祝い申し上げます。

私の陸上競技をふり返ると様々な事を思い出します。特に“人との出会い”に関して

は本当に恵まれていたとつくづく思います。今でも数々の場面を鮮明に覚え出す事がで

きます。

私が陸上競技と出会ったのは、長嶺中学校に入学すると同時でした。当時はバスケ部

に所属しており、陸上競技？と思うぐらい興味が無く、まさか私が陸上を始めるなど思

ってもいませんでした。入学してすぐの校内陸上競技大会で、走高跳１ｍ５５ｃｍで優

勝し、表彰台横で待機している時の事でした。崎原繁治先生、兼屋辰郎先生に｢お前は、

陸上競技で生きていけ。｣と強く言われました。その言葉がとても衝撃的で今でも覚えて

います。その言葉が、陸上を始めるきっかけになったかもしれません。当時、学校には

陸上専門の先生が居なくて技術練習面で苦労した事が多かったです。県の陸上大会も、

大会前日にユニホームとナンバーカード、競技日程を配られ、ぶっつけ本番で出場する

事が普通でした。大会前日に先生にスパイクが必要と言われ、大慌てで、父親とスパイ

クを買いに行った事が懐かしく思えます。

私にとって一番の出会いは、２年生の頃でした。長嶺中学校に赴任してきた体育教諭

（東江寛先生）が陸上の専門であったという事です。東江先生が赴任してから、陸上の

技術面が一変しました。教わる事一つ一つ全てが新鮮でした。“走”“跳”“投”とシンプ

ルな競技なのに、陸上の専門の先生と出会い、陸上を夢中になることができました。私

にとって“出会い”が人生のターニングポイントとなりました。その後、全国・九州大

会出場や地区陸上競技大会での４×１００ｍＲ３連覇など実績をあげることが出来まし

た。中学校の頃の経験が大きかったからこそ高校、大学でも陸上競技を続ける事が出来

ました。    

今現在は、伊良波中学校で勤務し、陸上の指導を行っています。十種競技の経験から

“陸上をする”＝フィジカルトレーニング（身体づくり）と考えています。陸上をした

い、身体を鍛えたいと、志願してくる生徒には、上半身と下半身の連動した動き方や、

動き出すタイミング、基本姿勢、体幹、巧緻性などのトレーニングを重点的に行い、身

体を動かす為の、基本動作を教えるようにしています。体力面での向上が図れれば、自

発的に練習に向かい、必然的に競技力は上がると考えています。出来ないことが出来る

様になる、自分のポテンシャルが上がったなどの成功体験を感じてもらう事が狙いです。



試合前には、跳躍練習やタイムトライアルといった技術指導を行いますが、通常の練習

では、陸上要素だけの練習はいれずに、体操競技や球技といった、多方面からの要素を

多く取り入れることに心がけています。陸上要素だけでは、全く楽しくない練習になっ

てしまい、継続が難しくなるからです。

陸上競技を通し、経験してきたように、“人と出会う事で何かが芽生える”“環境を整

えてあげる事で何かが変わる”“指導者として声をかけてあげる”など、何気ない言葉が

けや指導方法、選手や先輩への憧れなど、始めるきっかけは何でもいいので、今後、同

様にきっかけ作りを大切にしていきたい。

私が一番大切にしている言葉は、「楽しむ中の強さ」です。楽しんでいるだけじゃ強く

なりません。勝てるから楽しくなり、継続する事ができる。強い選手ほど、試合を楽し

む為に、準備をしています。言葉のように“楽しむ事を考え続ける心”“夢中になる心”

をもってくれる生徒の育成と、それを一緒に達成する生徒との信頼関係の“構築”を目

指しています。私も生徒から学び日々、勉強中です。

これまで陸上で経験した事、学んだ事は、陸上競技を通して生徒に還元する事を考え

ています。常に活動環境を整える事を意識し、今後も指導に励みたいと思います。４０

周年記念誌の誘いを下さった大城忍先生、陸上専門部の先生方誠にありがとうございま

した。



-砲丸投と私-

陸上競技

        豊 里  健

島尻地区中体連創立４0 周年を迎えるにあたり、心よりお祝い申し上げます。

この度、伊良波中学校教諭大城忍先生よりご連絡を頂き、創立 40 周年の記念誌掲載のお話を

お受 けしました。このような記 念 すべき年 の記 念 誌に私 自 身 の事 について掲 載 させて頂 く事 を大 変

光栄に思っております。

さて、今年で陸上競技を始めて 11 年になります。島尻地区陸上競技大会をキッカケに砲丸投と

出 会 い、沖 縄県 中 学校 記録 （吉本 久 也：16.96m）の更 新に向 けて中 学時 代を過ごしていたことをよ

く覚 えています。その後 、砲 丸 投 の魅 力 にますます惹 かれ、那 覇 商 業 高 等 学 校 ・鹿 屋 体 育 大 学 へ

進学し、大学時代には第 80 回日本学生陸上競技対校選手権大会 1 位・日本陸上競技選手権大

会 2 位（沖縄県記録樹立：17.28m）という成績を収め、現在は豊見城市立伊良波中学校で勤めて

います。

中 学 時 代 を振 り返 ってみて、砲 丸 投 を純粋 に楽 しんでいた！という印 象 があります。毎 日 学 校 が

終わって陸上 競技場 まで走って行き、練 習をする、そんな日々を過 ごしていました。私の場合 、陸上

競 技 を更に楽 しくさせてくれたのが、当 時の沖 縄県 記 録 保 持 者 知 念 信勝 さんの弟 である知 念 秀 吉

さんの存 在 でした。当 時 、具 志 頭 中 学 校 に勤 めていた垣 花 英 正 先 生 （現 糸 満 中 学 校 教 頭 ）が「本

気のあなたを相手してくれるのは秀 吉しかいない」と言い、指 導をお願いしてくれたことがキッカケでし

た。毎日一対 一で指 導していただき「遠 くへ投げるためにはどういう動きをしたら良いのか？考えて練

習に取り組まないとだめだよ」と語りかけられたことをよく覚えています。「この感覚かな？こういう動きを

すると飛 ぶかな？」など常に身体 とコミュニケーションをとり（動作 感 覚を確かめながら）、理想 の投 げ

を追 求 していきました。その中 で、「この感 覚はなんだ？これだ!!」という新 発 見を見 つけた瞬間 の感

動やそれが実際の投擲に結びついた時は鳥肌が立つほど興奮したものです。このように自分の投げ

を確 認 してはアドバイスを頂 き、理想 の投 げに近づけていく！この作 業 を繰 り返 すことで、沖 縄 県 中

学校記録を 17 年ぶりに更新 （2005 年 3 月：17.46m）することが出来たのではないかと思います。この

貴重な中学時代の経験が、私の原点になったことは間違いないでしょう。

そして現在、伊良波 中学校 で先 輩方のご配慮により陸上を指導 する機会を頂いております。そん

な中、ふと思 うことがあります。教えている生徒たちに、私が指導 されたときのような内 側から湧 き出て

くるような楽 しさを持たせられているのだろうか？笑顔 で笑 ってはいるが、何か反応 が鈍 いなど感 じる

ところがあり、日々、自問自答 しています。ある有名 な監督さんは“使える指導者と使えない指導者の

差 について、生徒 や指 導される立場 の人に利用 されるかされないかである”と答えています。つまり、

私 たち指導 者 ・コーチは利 用 されるくらい生 徒 たちを惹 きつけ、関 心 ・意 欲 （動 機 づけ）を高めること

がはじめの一 歩だと言えます。私は今 、未 熟なため生 徒に言われる言葉 は「先生 、今日 何 時まで練

習するの？」とネガティブな雰囲気になっていますが、いつかは「先生、今日は○○の動きを中心にド

リルやろうー！！」と生徒から練 習への要 望がたくさん出るポジティブな雰囲 気を作ることが出来る指

導者になりたいと思っております。まだ指導者の道 を駆け出したばかりの私ですが、陸上競 技の魅力

を一人でも多くの人に知ってもらうこと、そして沖縄から日本代表へ・・・もう 5 年に迫っているオリンピ

ックへ一人でも多く出場することを夢に、日々精進 していきたいと思っています。最後になりましたが、

40 周年という歴史ある島尻地区中体連の発展と更なるご活躍を心より祈願致します。



島尻地区中学校体育連盟歴代役員・理事名簿 （平成１７年度～平成２６年度）

宜野座　隆 1 宜野座隆 2 永山清勝 1 永山清勝 2 宮城調仁 1 宮城調仁 2 国吉昇 1 国吉昇 2 具志堅弘 1 具志堅弘 2

山内　一秀 1 兼屋辰郎 1 兼屋辰郎 2 大城穣治 1 大城穣治 2 平良亮 1 平良亮 2 柳井倉人 1 長嶺文男 1 長嶺文男 2

友利　忠司 1 大城勝也 1 大城勝也 2 吉田順太 2 吉田順太 3 伊敷尚也 5 嘉味田潤 6 嘉味田潤 7 神里斉 5 神里斉 6

平良　真也 1 慶留間清和 1 慶留間清和 2 伊敷尚也 3 伊敷尚也 4 嘉味田潤 5 神里斉 3 與儀幸朝 2 與儀幸朝 3 津波古要 5

吉田　順太 1 吉田順太 1 井口盛猛 1 嘉味田潤 3 嘉味田潤 4 下地貴之 3 下地貴之 4 神里斉 4 西條小百合 1 西條小百合 2

沖　晋之介 1 神谷公子 1 神谷公子 2 宮城いつ子 1 宮城いつ子 2 知念良弥 1 知念良弥 2 山口珠里 2 山口珠里 3 上原理恵 4

當間　剛 1 兼城雅也 1 兼城雅也 2 山田正策 3 神里斉 1 神里斉 2 宜野座諭 4 宜野座諭 5 井上晋吾 1 大城忍 2

根間広一 1 山田正策 1 山田正策 2 新垣誠 1 上原立誠 1 上原立誠 2 安座間裕哉 1 具志吉正 1 内健二 1 佐和田淳 2

1 三　和 城間智恵子 1 嘉味田潤 1 嘉味田潤 2 事務局長 4 事務局長 5 副理事長 6 玉城信也 2 玉城信也 3 玉城信也 4 笠原健市 1

2 高　嶺 下地貴之 1 安里順一 2 安里順一 3 安里順一 4 安里順一 5 渡名喜優 1 渡名喜優 2 瀬名波敦 3 玉城芳康 1 玉城芳康 2

3 糸　満 安里順一 1 幸地長和 1 幸地長和 2 会計 4 会計 5 外間政順 2 大城尚 6 大城尚 7 大城尚 8 仲田靖 1

4 兼　城 新垣美野 1 大城尚 1 大城尚 2 大城尚 3 大城尚 4 大城尚 5 赤嵜芳也 1 新垣美野 3 佐和田淳 1 県常任理事 8

5 東風平 玉城信也 1 赤嶺俊英 1 事務局長 3 具志堅慧子 1 具志堅慧子 2 具志堅慧子 3 上原広美 1 与那覇法子 1 上原広美 2 上原広美 3

6 豊見城 與儀幸朝 1 理事長 2 理事長 3 大城勝也 3 県常任理事 3 県常任理事 4 副理事長 7 事務局長 8 理事長 9 理事長 10

7 具志頭 大城　尚 1 徳嶺亜矢乃 1 神里ゆり子 1 外間政順 1 仲座育美 1 神里ゆり子 2 平良真也 2 金城美月 1 金城美月 2 田港朝也 1

8 知　念 伊敷　尚也 1 伊敷尚也 1 伊敷尚也 2 副理事長 4 副理事長 5 理事長 6 瀬名波敦 2 副理事長 8 副理事長 9 與儀幸朝 4

9 玉　城 大城　勝也 1 会計 2 会計 3 津波古要 1 津波古要 2 津波古要 3 上原理恵 1 上原理恵 2 上原理恵 3 会計 10

10 南風原 会計 1 副理事長 2 副理事長 3 慶留間清和 3 慶留間清和 4 大城忍 1 理事長 7 理事長 8 宜野座諭 6 宜野座諭 7

11 与那原 知念孝子 1 県常任理事 1 県常任理事 2 兼城雅也 3 幸地長和 3 幸地長和 4 幸地長和 5 慶留間清和 5 慶留間清和 6 慶留間清和 7

12 佐　敷 山城　恵子 1 伊波秀一 1 仲座千鶴子 1 伊波秀一 2 下地貴之 2 事務局長 6 事務局長 7 我那覇光浩 1 津波古要 4 副理事長 10

13 大　里 井上　晋吾 1 宜野座諭 1 宜野座諭 2 新垣美野 2 宮城浩也 3 宮城浩也 4 宮城浩也 5 宮城浩也 6 宮城浩也 7 赤嶺俊英 3

21 長　嶺 事務局長 1 事務局長 2 大城吉明 1 大城吉明 2 宜野座諭 3 宮里康矢 1 県常任理事 5 県常任理事 6 濱中美己子 1 備瀬みずの 1

22 西　崎 瀬長　盛光 1 親川聖 1 親川聖 2 友利忠司 2 友利忠司 3 花崎信治 1 花崎信治 2 神谷公子 3 松田優子 1 上間達也 1

23 伊良波 宮城浩也 1 宮城浩也 2 當間剛 1 當間剛 2 當間剛 3 赤嶺俊英 2 大城勝也 4 大城勝也 5 具志吉正 2 県常任理事 8

24 南　星 理事長 1 友利忠司 1 渡部多美子 1 理事長 4 理事長 5 会計 6 会計 7 吉田順太 4 事務局長 9 事務局長 10

25 潮　平 副理事長 1 平良真也 1 前泊隆希 1 前泊隆希 2 柴引悦子 1 瀬名波敦 1 山口珠里 1 会計 8 会計 9 山口珠里 4

副会長

理事長

副理事長

平成２５年度 平成２６年度平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

※数字は、役員・理事の年数。

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２４年度

県中体連
常任理事

事務局長

会　計

会　長


